
− 77 −

岡山大学大学院教育学研究科研究集録　第187号（2024）77−99

高等学校「家庭」における主体的・対話的で深い学びを目指す
ICTを活用した授業開発（Ⅱ）

― 「なぜ，生涯を見通した食事計画を立てる必要があるのか」の開発と実践 ―

佐藤　　園　・　長谷川千華 *

　本継続研究では，2016年の知識基盤社会を生きる力の育成を目的とした教育改革において，
「社会に開かれた教育課程」の実現のために，授業改善の課題とされた「主体的・対話的で
深い学びの実現」と「適切な ICT活用による学習活動の充実」に焦点を当て，高等学校普通
科目の家庭科において，「主体的・対話的で深い学び」とそれにつながる ICT活用の検討に
よる授業開発研究を行い，「主体的・対話的で深い学び」を成立させる授業構成の条件を検
討することを目的とした。本稿では，家庭科の「深い学び」に不可欠な「自分と食事計画と
の関係」を探究する授業「なぜ，生涯を見通した食事計画を立てる必要があるのか」の開発
と実践結果を中心に報告する。

Keywords：家庭科，主体的・対話的で深い学び，ICT，食生活学習，高等学校

Ⅰ．はじめに－問題の所在と研究の目的－
１．わが国における教育改革と「深い学び」
　2016年に示された中央教育審議会答申（以下，「答
申」と称す）では，子どもたちが知識基盤社会を生
きる力を育成するためには，ICTの特性・強みを，「主
体的・対話的で深い学び」の実現（以下，「深い学び」
と称す）に繋げることが重要であるとされた１）。こ
れを受けた高等学校学習指導要領では，「教科横断
的な視点に立った資質・能力の育成」の一つとして，

「情報モラルを含む情報活用能力の育成」と「深い
学び」の実現に向けた授業改善を改訂の要点として
打ち出した２）。家庭科の学習指導要領においても，
授業における「深い学び」の実現と「生活に関わる
外部の様々な情報の収集活用・データ整理等におけ
る積極的・効果的な活用」が重要視された３）。これ
らを実現するために文部科学省は，2019年に「１
人１台端末の導入，高速大容量ネットワークの整備

等」を目指すGIGAスクール構想を発表した４）。
　一方で，学校教育でのコンピュータ活用に関する
OECD の PISA2012のビッグ・データを活用した
PISA調査委員会の結果では，「コンピュータは情報
や知識の獲得や浅い理解には有効だが，深い思考や
探求的な学びには有効ではない」という問題も提起
されている５）。それに加えて佐藤学は，コンピュー
タが教育に導入されて以来形成されてきた二つの伝
統から，コンピュータを「教える道具」ではなく，「学
びの道具（思考と表現の道具）」あるいは「探求と
協同の道具」として活用する方途を探索する必要性
を指摘している６）。

２．本継続研究の目的と方法
　それでは，そもそも「深い学び」とは何なのか。
それを高等学校「家庭」で実現するためには，どの
ような授業構成理論を用い，その学びの中にどのよ
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する実践については検討の余地があることを確認で
きた。換言すれば，第１章で「感受アート授業の検
討を通して，福来指導作品の現代社会の中での意義
を考察，検討すること」と述べた目的と合致する。
　以上のことから，FAPによる研究の必要性や独自
性を確認できたと言えよう。

５　今後の展望
　本論文では，彫刻の鑑賞に関する先行研究を調査
することで，彫刻の鑑賞学習における現状の課題を
整理し，FAPの研究に期待できることを確認できた。
一つは，触覚に基づく鑑賞学習としての有用性であ

る。もう一つは，生涯教育の視点からの鑑賞学習の
可能性である。
　しかし，現段階では，社会人への教育的意義を見
出すにはFAPの研究メンバーだけでは足りない。
FAPの参加メンバーは，2024年８月の段階で，保
育園，幼稚園，小学校，中学校，高等学校，大学，
特別支援学校の教員で構成されている。そのため，
感受アート授業は，子どもの成長を未就学児から大
学生までの流れで捉えられると言えよう。以上のこ
とを踏まえ，今後の課題は，児童・生徒や学生だけ
でなく社会人を対象とした実践を行うことや，感受
アート授業の成果を精査することと考える。
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うな ICT活用を組み込んでいけばよいのか。この問
題意識から，本継続研究では教科教育学研究の開発
的・実践的研究方法論に基づき，①「深い学び」に
つながる ICT活用の検討と，②高等学校「家庭」に
おける「深い学び」の検討を行い，①②から「深い
学び」を目指す ICTを活用した家庭科の授業開発を
行うことを目的とした。研究の場としては，長谷川
が岡山大学大学院教育学研究科教職実践専攻の１年
次に，連携協力校である岡山県立A高等学校で「自
己が設定した課題を探求する３段階の実習」として
実施された課題発見実習（６～７月に10日間）→
課題解決実習（９月に10日間）→課題探究実習（10
～ 11月に15日間）７）と，２年次に非常勤講師とし
て授業を行った岡山県B高等学校で実践研究を行っ
た（表１参照）。

３．第一報での実践結果の検討と課題
　第一報では，１年次の課題発見実習と課題解決実
習での実践とその結果について報告した。
（１）授業における効果的な ICT活用の検討
　授業における ICT活用に関する先行研究を検討
し，授業における ICT活用を，活用の質と学習場面
の両面から検討するために，文部科学省の「学習場
面における ICT活用の類型」８）（表２）と，図１に示

す R u b e n  R .
P u e n t e d u r a の
SAMR モ デ ル ９）

（ICTを授業で活用
する場合に，その
テクノロジーが従
来の教授方略や学
習方略にどのよう
な影響を与えるか
を示す尺度）から，
「授業場面における
ICT活用レベル尺
度」（表７参照）を

作成した。
　その尺度を用いて，課題発見実習で参観できた
44の授業のうち，ICTを活用していた36の授業を
分析した。その結果，全体では，一斉学習と個別学
習において「強化」レベルで ICTが活用されており，
家庭科授業と２年生の授業では，一斉学習での「代
替」レベルでの活用が中心となっていた。
　実習校における今後の家庭科の授業づくりにおい
ては，前述した世界レベルの調査結果と同様に，「教
える道具」としての活用から，「学びの道具（思考
と表現の道具）」あるいは「探究と協同の道具」と

して活用する方途の探索，が課題として把握
できた。
（２）「深い学び」につながる授業構成理論
　「深い学び」に関しては，文部科学省は「主
体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」を
個別の学びとして捉え，それぞれの考え方を
整理していた10）。しかし，この考えからは，「深
い学び」を実現するための授業構成論理を読

み取ることはできなかったため，
佐藤学の理論に着目した。
　佐藤学は，「深い学び」は，アク
ティブ・ラーニングにおける学び
の質を表現する言葉であるとし，
「質の高い学び」の実現には，図２
に示す６つの内実と条件が必要で
あり，さらに，「深い学び」をアク
ティブ・ラーニングとして成立さ
せるためには，図３に示すように
「知識」の見方を認識しなおす必要
があるとしていた11）。これを「質
の高い学び」を生み出す内実と条
件の前提となる「学びが成立する
要件」12）を枠組みとして整理し，「深
い学び」をアクティブ・ラーニン

表１　研究の場と研究計画

表２　ICTを活用した学習場面の類型

図１　SAMRモデル
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グとして成立させるための授業構成の要件・条件（図
４）を捉えた。
　次に，佐藤学の「学びが成立する要件」に挙げら
れている「真正の学び」は，「深い学び」を意味し，
各教科で独自であることから，家庭科における「真
正の学び」を検討した。

図２　「質の高い学び」を生み出す内実と条件

図３　「深い学び」に必要な「知識」の見方

図４　「深い学び」が成立する要件・条件

　佐藤学は，真正の学びとは，「教科の本質に即し
た学び（文学には文学らしい学びがあり，数学には
数学らしい学びがある。）」13）と説明し，シュワブは，
教科の基盤となる学問の「『構文的構造』がその学
問の本質的な特徴を表現している」とし，それを具
現化する知識を生み出すための「探究学習」を提唱
していた14）。
　この理論に基づき佐藤園は，家政学における「（家
庭）生活の営み」の定義から家庭科の構文的構造を
捉え，家庭科における真正の学びは，「生活の主体
者である児童生徒自身が『自分と環境との関係』を，
教科内容として編成された『家政学の各研究分野で
解明された法則・理論の系統的学習』を通して探究
し，より質の高い自身の『生活の見方・考え方』を
創造すること」とした（図５参照）15）。
　以上から，本研究で使用する授業計画案として，
探究学習で用いられる教授書の形式16）に加え，ICT
を活用した授業に関する先行研究の検討から17）18），
教授書の形式に ICTの活用を位置付けた学習指導案
の形式（資料１参照）を開発した。
（３ ）家庭科授業「なぜ，金銭を計画的に使う必要

があるのか」の開発と実践 19）

　課題解決実習では，A高等学校家庭科担当教員に
割り当てられた家庭経営領域「家計のマネジメント」
（50分×２）に関して，家庭科における「金銭」学
習の位置づけ，学習指導要領解説・教科書・教科書
に準拠した家庭科ノート等の記述分析から検討し，
家庭科の真正の学びに不可欠な「学習者⇔金銭」を
探究させる「なぜ，金銭を計画的に使う必要がある
のか」をテーマとする第１次「収入と支出とは何か」
（50分×２），第２次「家計のマネジメントとは何か」
（50分×２）の授業計画を作成し，２年生５クラス
を対象に，第１次の授業を長谷川が実践した。
　生徒は，授業で設定した同学年の「はるなさんの
夢の実現のための習い事の費用を支払うことができ
るかを，家計から検討する」ジャンプ課題に，個人
→グループ→クラス→個人，の順に取り組んだ結果，

84％の生徒が協同的な学びを通し
て自分自身の結論（考え）を出し，
本次の問い「なぜ，収入と支出につ
いて考える必要があるのか」に対し
て，86％の生徒が「自分と金銭との
関係」から知識を創り出していた。
　授業に組み込んだA1×S，B1×S，
C1×S，C2×Sの４つのレベルの
ICTの活用方法に関しては，生徒は，
学習材としての ICT活用（B1×S，
C1× S，C2× S）では，ICTを適図５　家政学における「(家庭)生活の営み」の定義と家庭科の内容編成
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切に操作することができ，ICTを学習
で活用することは新鮮で，効率よく，
他者と積極的な学びに取り組むことが
できる，と評価していた。一方で，学
習ソフトの操作が難しく，ログイン ID
を忘れたり，Chromebookの故障が原
因でログインできない，等の問題も生
じていた。

４．本報の目的
　本報では，第一報での実践結果を踏
まえ，A高等学校とB高等学校での「な
ぜ，生涯を見通した食事計画を立てる
必要があるのか」の開発と実践結果に
ついて報告し，「主体的・対話的で深い
学び」を成立させる授業構成の条件と
効果的な ICT活用の在り方について考
察する。

Ⅱ ．A高等学校における「なぜ，生涯
を見通した食事計画を立てる必要が
あるのか」の開発と実践
１ ．授業構成の検討と学習指導案の作成
　課題探究実習では，A高等学校の家庭科担当教員
から，食生活領域の「家族の食事計画の作成」（50
分×１）を割り当てられた。そのため，学習指導要
領解説20），教科書21），教科書に準拠した家庭科ノー
ト22）の該当部分の記述内容を分析した。
（１）家庭科における「食事計画」学習
　授業のテーマと到達目標を設定するため，図５に
示す２種類の家庭科教科書―“Teen Guide”（以下，
T.G.と記す）と「家庭総合」―から，食生活学習の
内容を検討した。
　図５に示すように，家庭科の食物領域は，人間が
生活を営むために必要な環境の３側面のうち「狭義
の環境」の中の「物」との関わり，「学習者⇔食物」
の探究を目的とする。
　T.G.は，米国の家庭科教育学者V.M.Chamberlain
が中心となって開発した科学主義の理論で編成され
た第７～９学年の家庭科教科書である23）。
　図５に示すように，T.G.は家政学の「（家庭）生
活の営み」の原理に基づく８つの単元で編成されて
いる。食物領域は，単元８「食物と栄養」として位
置づけられ，表３24）に示す16の小単元と56の学習
項目で編成されていた。その内容を検討すると，小
単元１では，食生活学習の目的「自分⇔食物」，小
単元２～ 15では，その目的を達成するための「方
法原理」，小単元16では食生活関係の「職業」，が

編成され，学習者が問題解決のプロセスを経て食生
活学習の目的である「自分⇔食物」を探究できるよ
うになっていた。具体的には，小単元１「人は食物
を必要とする」の学習項目１「なぜ，人は食べるの
か」で，自分が食べる３つの理由「身体的」「心理的」
「文化的（宗教的，民族的，地域的，特別な食事の
必要性，テクノロジー，政府および民間の救済団体
等の技術的支援）」理由を特定する。学習項目２では，
食物から得られる栄養素と必要量について学ぶ。小
単元２では，その必要な栄養素を摂取するためのデ
イリー・フード・ガイドによる「適切な食品選択」，
小単元３では，自身のベスト体重とその管理につい
て明らかにし，小単元４～ 15では，それを達成す
るための食事計画とそれを実践する方法原理につい
て，食生活での意思決定順に探求できるように内容
が設定されていた。さらに，T.G.が中等学校教育段
階の家庭科であるため，最後の小単元16は，学習
内容から発展した食生活関係の「職業」に関する内
容となっていた。
　それに対して，わが国の高等学校普通科目の「家
庭」は，図５に示すように，生活上の課題に基づく
ABCに加え「D　ホームプロジェクトと学校家庭
クラブ活動」の４つの内容で編成されている。実習
校で学習している普通科目「家庭総合」の内容編成
を検討すると，「A　人の一生と家族・家庭及び福祉」

表３　T.G.単元８「食物と栄養」の内容編成
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「B　衣食住の生活と科学と文化」「C　
持続可能な消費生活・環境」「D　ホー
ムプロジェクトと学校家庭クラブ活動」
の４つの内容で編成され，食生活学習
は，Bの「（1）食生活の科学と文化」
として位置づけられ25），表４26）に示す
７つの小単元と33の学習項目，９つの
実習・献立例で編成されていた。
　T.G.が「自分⇔食物」を探究し，「生
徒自身の食生活を営む力の育成」を目
的とするのに対し，「家庭総合」では「食
物⇔人」を踏まえ，調理実習を通して「ラ
イフステージ毎の食生活の特徴を理解
した食生活の管理」をねらいとする。
そのため，T.G.では「自分が食べる理由」
として「身体的理由，心理的理由，文
化的理由」を明らかにし，自身の食生
活の課題とそれを解決するための食事
計画と方法原理を学ぶ。「家庭総合」で
は，最初に「食事の機能」としての「生
理的役割，心理的・社会的役割」と現
代の食生活の課題を把握し，食事計画
として家族の献立を考え，調理実習を行うことで，
各ライフステージで留意すべき栄養・調理に関する
知識・技能を習得する内容となっている。
　「家庭総合」は，「食事」に焦点を当て，家族の食
生活管理に必要な知識・技能の習得を目指すため，
家庭科の真正の学びに不可欠な「自分⇔食物」の視
点が欠落した内容編成となっていた。
（２）小単元の構成と到達目標の設定

　以上の分析結果から，割り当てられた「家族の食
事計画の作成」を通して，生徒が自身の今後のライ
フステージでの「自分⇔食事計画」を探究できるよ
うに，上記のように小単元を構成し，到達目標を設
定した。

２．授業の実践と結果の検討
（１）授業対象者・実施年月日，授業の分析方法
　第二次「食事計画とは何か」の50分×１の授業を，
前実践と同じA高等学校２年の１・２・４・５組の
生徒を対象に，令和４年10月31日から11月11日に
長谷川が実践した。

　第１報と同様に，研究の目的から設定した以下の
３点を授業分析の視点とした。
　　視点１： 高等学校「家庭」における「深い学び」とそれが

成立する要件・条件

　　視点２： 「深い学び」に組み込む効果的な ICT活用

　　視点３： 生徒の ICT活用の実際

　授業実践は，VTRで録画し，授業記録を作成した。
授業研究の実証性を確保するため，記録として文

字化できた授業内容を分析視点から検討し
た27）。授業記録として文字化できない ICT活
用やグループ活動に関しては，生徒が記述し
たワークシート，授業評価シート，ICT有用
性調査の分析を行った。
（２）授業の構成と展開

①導入部
　最初に，次のジャンプ課題を提示し，確認した。
はるなさん（17歳・高校２年生）は，45歳の父と45歳の母，

15歳（中学３年生）の弟の４人家族です。愛知県で暮らす70

歳の祖母が，週末にはるなさんの家に遊びに来ることになりま

した。はるなさんは，ちょうど家庭科の授業で食生活に関する

学習をしているので，夕食の調理を引き受けることにしました。

夕食は，みんなで同じものを食べることにします。みなさんで

はるなさん家族と祖母の夕食を計画し，はるなさんに提案して

みよう。

　課題は，生徒が自分を投影し，ライフステージで
の食生活を考えられるように，前回の家庭経営の学

表４　家庭総合「食生活の科学と文化」の内容編成
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切に操作することができ，ICTを学習
で活用することは新鮮で，効率よく，
他者と積極的な学びに取り組むことが
できる，と評価していた。一方で，学
習ソフトの操作が難しく，ログイン ID
を忘れたり，Chromebookの故障が原
因でログインできない，等の問題も生
じていた。

４．本報の目的
　本報では，第一報での実践結果を踏
まえ，A高等学校とB高等学校での「な
ぜ，生涯を見通した食事計画を立てる
必要があるのか」の開発と実践結果に
ついて報告し，「主体的・対話的で深い
学び」を成立させる授業構成の条件と
効果的な ICT活用の在り方について考
察する。

Ⅱ ．A高等学校における「なぜ，生涯
を見通した食事計画を立てる必要が
あるのか」の開発と実践
１ ．授業構成の検討と学習指導案の作成
　課題探究実習では，A高等学校の家庭科担当教員
から，食生活領域の「家族の食事計画の作成」（50
分×１）を割り当てられた。そのため，学習指導要
領解説20），教科書21），教科書に準拠した家庭科ノー
ト22）の該当部分の記述内容を分析した。
（１）家庭科における「食事計画」学習
　授業のテーマと到達目標を設定するため，図５に
示す２種類の家庭科教科書―“Teen Guide”（以下，
T.G.と記す）と「家庭総合」―から，食生活学習の
内容を検討した。
　図５に示すように，家庭科の食物領域は，人間が
生活を営むために必要な環境の３側面のうち「狭義
の環境」の中の「物」との関わり，「学習者⇔食物」
の探究を目的とする。
　T.G.は，米国の家庭科教育学者V.M.Chamberlain
が中心となって開発した科学主義の理論で編成され
た第７～９学年の家庭科教科書である23）。
　図５に示すように，T.G.は家政学の「（家庭）生
活の営み」の原理に基づく８つの単元で編成されて
いる。食物領域は，単元８「食物と栄養」として位
置づけられ，表３24）に示す16の小単元と56の学習
項目で編成されていた。その内容を検討すると，小
単元１では，食生活学習の目的「自分⇔食物」，小
単元２～ 15では，その目的を達成するための「方
法原理」，小単元16では食生活関係の「職業」，が

編成され，学習者が問題解決のプロセスを経て食生
活学習の目的である「自分⇔食物」を探究できるよ
うになっていた。具体的には，小単元１「人は食物
を必要とする」の学習項目１「なぜ，人は食べるの
か」で，自分が食べる３つの理由「身体的」「心理的」
「文化的（宗教的，民族的，地域的，特別な食事の
必要性，テクノロジー，政府および民間の救済団体
等の技術的支援）」理由を特定する。学習項目２では，
食物から得られる栄養素と必要量について学ぶ。小
単元２では，その必要な栄養素を摂取するためのデ
イリー・フード・ガイドによる「適切な食品選択」，
小単元３では，自身のベスト体重とその管理につい
て明らかにし，小単元４～ 15では，それを達成す
るための食事計画とそれを実践する方法原理につい
て，食生活での意思決定順に探求できるように内容
が設定されていた。さらに，T.G.が中等学校教育段
階の家庭科であるため，最後の小単元16は，学習
内容から発展した食生活関係の「職業」に関する内
容となっていた。
　それに対して，わが国の高等学校普通科目の「家
庭」は，図５に示すように，生活上の課題に基づく
ABCに加え「D　ホームプロジェクトと学校家庭
クラブ活動」の４つの内容で編成されている。実習
校で学習している普通科目「家庭総合」の内容編成
を検討すると，「A　人の一生と家族・家庭及び福祉」

表３　T.G.単元８「食物と栄養」の内容編成
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習で取り組んだ「生徒と同学年のはるなさんの家族」
に祖母を加えて設定した。
②展開部
　展開１では，「はるなさんは，献立を作成するた
めに，何を検討する必要があるか？」と問い，教科
書で「４つの食品群別摂取量の目安」「ライフステー
ジごとの食事の特徴」「献立作成の手順と留意すべ
き事項」を確認した。
　展開２では，献立作成の資料として，はるなさん
の家族と祖母の食品群別摂取量の目安，12種類（主
菜，副菜，主食，汁物を各３種類ずつ）の調理カー
ドとGoogle Spread Sheet（GSS）（教授資料⑪と⑬
参照）を提示し，次のはるなさんに提案する献立の
検討手順を説明した。
　　 ①12種類の調理カードから主菜，副菜，主食，汁物を１つ

ずつ選び，献立を作成→②作成した献立の「食品群別摂取量」

を計算→③はるなさん，父，母，弟，祖母の「１食分の食

品群別摂取量」を計算→④②と③から，各人の「食品の過

不足」を算出→⑤④から，献立を検討→⑥提案する献立を

決定し，「決定した献立を選んだ理由」と「各人の摂取量の

過不足分をどのように解消するか」をまとめる

　授業時間が１時間（50分）しか取れないことを
考慮し，12種類の調理カードは，本献立作成で設
定した条件―祖母の歯が悪いこと，はるなさんの調
理技術，調理にかけられる時間―を考慮し，教師が
中学校の家庭科授業で使用されている調理カードの
中から選定した。GSSは，生徒の ICT活用の実態
と時間的問題から，生徒が数値を入力すると計算結
果が表示されるように設定した。
　生徒は，グループで手順に従って検討を行い，そ
の検討結果（GSS）をスクリーンに映しながら代表
者が発表することで，クラス全体で共有した。
　その後，生徒は，自分がはるなさんに提案する献
立とその理由，各人の摂取量の過不足の解消に関す
る結論をワークシートにまとめた。
③終結部
　本時の振り返りを行い，生徒はワークシートの問
い「なぜ，自分と家族の献立を考える必要があるの
か」に対する自身の考えを記入した。最後に，アン
ケート調査（ICT活用，授業評価）について説明し，
Google Formsでの回答を求めた。
（３）授業の結果と評価
　生徒が，ジャンプ課題をⅰグループ→ⅱクラス→
ⅲ個人で検討し，記述したワークシートを分析する
と，ⅰ・ⅱからⅲの「自分自身の考え」を築けてい
る生徒は，全体の66％に留まっていた。
　また，家庭科の「真正の学び」に不可欠な問い「な
ぜ，自分と家族の献立を立てる必要があるのか」に

対して，「自分・家族と食事計画との関係」の視点
から記述していた生徒は，全体の46％であった。
　６件法で回答を求めた生徒の授業に対する評価で
は，「興味が持てたか」「自分の生活に関係あるか」「授
業内容が分かったか」に関しては，全体平均で５点
台，「授業内容を日常生活で活用できる自信がある
か」は全体平均で４点台であった。生徒に自由記述
を求めた「授業の良かったところ」の共起ネットワー
ク図では「班で献立を考え話し合う活動が楽しい」，
「授業の改善できるところ」の共起ネットワーク図
では「検討時間が短い」「授業の進度がはやい」「最
初の説明が分かりにくい」「献立作成や理由を個人
で考える方が良い」，という意見が読み取れた。
　本授業で組み込んだ ICT活用に関しては，アン
ケート調査の結果をみると，生徒は「Chromebook
を適切に操作できた」，「ICTを使うことで，互いに
協力して学習ができ，意見や考えを共有できる」と
自己評価していた。一方で，「自分の班のところに
とべなかった」「GSSを操作できなかった」という
記述もみられ，授業中には８割の生徒がGSSを使
用できない状況が生じ，文字入力やセルの移動が円
滑に行えていない問題も生じていた。
　以上から，第Ⅰ報の家庭経営の授業でみられた「真
正の学び」は，同じ生徒（対象）で実践したにもか
かわらず，本授業では「自分・家族⇔食事計画」の
視点から「食事計画の必要性」に関する自分の考え
（知識）を生徒が創造することができておらず，「真
正の学び」は成立していなかった。
　これは，次の３点に起因すると捉えられた。第一
は，前回の学習時間は50分×２で，ジャンプ課題
に対し，個人で検討した後に，協同的な学び（グルー
プ→クラス）での検討を経て，最終的な個人の結論
を出したのに対し，今回は50分×１の授業時間で
あったため，ジャンプ課題を最初に個人で検討する
時間が取れず，協同的な学び（グループ→クラス）
の検討から，最後の個人での結論を出す授業構成に
したことである。それにもかかわらず，実際には時
間が足りず，クラス全体での検討を十分に行うこと
が出来なかったことが第二の問題である。第三は，
ジャンプ課題の問題である。前回と今回の授業では，
生徒と同学年のはるなさんと家族の問題を課題とし
て取り上げた。前回の授業は「自分⇔家計」をテー
マとしたため，「はるなさんの夢」の検討を課題と
して設定しても，性別等に関係なく，生徒は自身を
投影して，課題に取り組むことができた。しかし，
今回は「自分・家族⇔食事計画」をテーマとし，食
事計画の核となった「食品群別摂取量」は，年齢・
性別・身体活動レベルにより摂取量が異なるため，
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はるなさんと同じ身体活動レベルの女子以外は，自
身を投影して課題を考え難かったと考えられた。
　ICT活用に関しては，生徒は，前授業時と同様に，
ICTの操作もでき，協同的な学びでの活用に有用性
を見出していた。今回の授業では，グループで
GSSを活用し，課題の検討を進めたため，グルー
プにより，授業中にGSSを使用できない生徒が８
割もみられた。これは，前回の授業と同様に，生徒
の座席順でのグループ編成に起因していると考えら
れた。
　以上から，家庭科の授業で「深い学び」を成立さ
せるためには，「真正の学び」に不可欠な「自分⇔
環境」に関するテーマ（問い）を設定し，そのテー
マを，生徒自身を投影できるジャンプ課題を通して，
自分→グループ→クラス→自分の順に検討し，テー
マ（問い）に対する生徒自身の答え（知識）を創造
させる授業構成とそれを保障する授業時間が必要で
あり，ICTを活用した協同的な学びを進めるために，
生徒の人間関係，PC操作能力等を考慮したグルー
プ編成を考えていくことが，今後の課題として捉え
られた。

Ⅲ ．Ｂ高等学校における「なぜ，生涯を見通した食
事計画を立てる必要があるのか」の開発と実践
１ ．仮説としての学習指導案「なぜ，生涯を見通し
た食事計画を立てる必要があるのか」・教授資料
　B高等学校では「家庭基礎」を生徒が履修してい
るため，A高等学校の「家庭総合」で開発・実践し
た「なぜ，生涯を見通した食事計画を立てる必要が
あるのか」を再検討し，改善した授業を実践するこ
ととした。
　「家庭基礎」の学習指導要領解説28），教科書29）の
記述を検討したが，授業対象とする「食事計画」に
関しては，解説書の内容は「家庭総合」と同じであっ
た。そのため，Ⅱで述べた結果を踏まえて，前回２
次計画で作成し，第２次のみの実践となった授業を，
３次計画に再構成し，資料１に示す仮説としての学
習指導案・教授資料を作成した。

２．授業の実践と結果の検討
（１）授業対象者・実施年月日
　資料１の指導案・教授資料に基づき，小単元名「な
ぜ，生涯を見通した食事計画を立てる必要があるの
か」の授業を，令和５年４月から非常勤講師として
家庭科の授業を行っているB高等学校１年の生徒を
対象に，10月18日から11月８日に長谷川が実施し
た（表５参照）。
（２）授業の分析方法
　前実践と同様に，研究の目的から設定した以下の
３点を授業分析の視点とした。
視点１： 高等学校「家庭」における「深い学び」とそれが成立

する要件・条件

視点２： 「深い学び」に組み込む効果的な ICT活用

視点３： 生徒の ICT活用の実際

　授業実践は，VTRで録画し，授業記録を作成した。
授業研究の実証性を確保するため，記録として文字
化できた授業内容を分析視点から検討した30）。授業
記録として文字化できない ICT活用やグループ活動
に関しては，生徒が記述したワークシート，授業評
価シート，ICT有用性調査の分析を行った。
（３）授業の構成と展開
　１）授業のテーマと到達目標
　前実践と同様に，授業のテーマとしては，家庭科
の真正の学びに不可欠な「学習者⇔食事計画」を探
究させるため，「なぜ，生涯を見通した食事計画を
立てる必要があるのか」を標題として設定した。
　その問いに答えるための手段として，学習指導要
領解説と教科書の記述から知識を抽出し分析した結
果から，小単元の指導計画と到達目標を設定した。
「栄養バランスのよい食事とは何か」，「食事計画と
は何か」，「食事計画の立案」の３つの内容を，指導
計画の第一次，第二次，第三次とし，第一次では，
到達目標①「栄養的にバランスの取れた食事とは，
食品群別摂取量の目安を考慮し，計画・管理された
食事である。」，第二次では，到達目標②「自己や家
族の食事の計画・管理では，乳幼児から高齢期まで
のライフステージ別の栄養の特徴を考慮する必要が
ある。」，③「自己や家族の食事計画・管理では，栄
養と嗜好，費用，調理の効率，環境，安全などに配
慮することが大切である。」，第三次では，到達目標
④「自己や家族の食事計画・管理は，自己や家族が
健康に生きるために必要である。」という知識を生
徒に創らせることとした。
　２）導入部
　最初に，B高等学校１年生は，入学当初の４月か
ら，一人一台パソコンを購入して学習しているため，
授業前にA高等学校の前回の授業でも行った「ICT

表５　授業対象者・実施年月日
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習で取り組んだ「生徒と同学年のはるなさんの家族」
に祖母を加えて設定した。
②展開部
　展開１では，「はるなさんは，献立を作成するた
めに，何を検討する必要があるか？」と問い，教科
書で「４つの食品群別摂取量の目安」「ライフステー
ジごとの食事の特徴」「献立作成の手順と留意すべ
き事項」を確認した。
　展開２では，献立作成の資料として，はるなさん
の家族と祖母の食品群別摂取量の目安，12種類（主
菜，副菜，主食，汁物を各３種類ずつ）の調理カー
ドとGoogle Spread Sheet（GSS）（教授資料⑪と⑬
参照）を提示し，次のはるなさんに提案する献立の
検討手順を説明した。
　　 ①12種類の調理カードから主菜，副菜，主食，汁物を１つ

ずつ選び，献立を作成→②作成した献立の「食品群別摂取量」

を計算→③はるなさん，父，母，弟，祖母の「１食分の食

品群別摂取量」を計算→④②と③から，各人の「食品の過

不足」を算出→⑤④から，献立を検討→⑥提案する献立を

決定し，「決定した献立を選んだ理由」と「各人の摂取量の

過不足分をどのように解消するか」をまとめる

　授業時間が１時間（50分）しか取れないことを
考慮し，12種類の調理カードは，本献立作成で設
定した条件―祖母の歯が悪いこと，はるなさんの調
理技術，調理にかけられる時間―を考慮し，教師が
中学校の家庭科授業で使用されている調理カードの
中から選定した。GSSは，生徒の ICT活用の実態
と時間的問題から，生徒が数値を入力すると計算結
果が表示されるように設定した。
　生徒は，グループで手順に従って検討を行い，そ
の検討結果（GSS）をスクリーンに映しながら代表
者が発表することで，クラス全体で共有した。
　その後，生徒は，自分がはるなさんに提案する献
立とその理由，各人の摂取量の過不足の解消に関す
る結論をワークシートにまとめた。
③終結部
　本時の振り返りを行い，生徒はワークシートの問
い「なぜ，自分と家族の献立を考える必要があるの
か」に対する自身の考えを記入した。最後に，アン
ケート調査（ICT活用，授業評価）について説明し，
Google Formsでの回答を求めた。
（３）授業の結果と評価
　生徒が，ジャンプ課題をⅰグループ→ⅱクラス→
ⅲ個人で検討し，記述したワークシートを分析する
と，ⅰ・ⅱからⅲの「自分自身の考え」を築けてい
る生徒は，全体の66％に留まっていた。
　また，家庭科の「真正の学び」に不可欠な問い「な
ぜ，自分と家族の献立を立てる必要があるのか」に

対して，「自分・家族と食事計画との関係」の視点
から記述していた生徒は，全体の46％であった。
　６件法で回答を求めた生徒の授業に対する評価で
は，「興味が持てたか」「自分の生活に関係あるか」「授
業内容が分かったか」に関しては，全体平均で５点
台，「授業内容を日常生活で活用できる自信がある
か」は全体平均で４点台であった。生徒に自由記述
を求めた「授業の良かったところ」の共起ネットワー
ク図では「班で献立を考え話し合う活動が楽しい」，
「授業の改善できるところ」の共起ネットワーク図
では「検討時間が短い」「授業の進度がはやい」「最
初の説明が分かりにくい」「献立作成や理由を個人
で考える方が良い」，という意見が読み取れた。
　本授業で組み込んだ ICT活用に関しては，アン
ケート調査の結果をみると，生徒は「Chromebook
を適切に操作できた」，「ICTを使うことで，互いに
協力して学習ができ，意見や考えを共有できる」と
自己評価していた。一方で，「自分の班のところに
とべなかった」「GSSを操作できなかった」という
記述もみられ，授業中には８割の生徒がGSSを使
用できない状況が生じ，文字入力やセルの移動が円
滑に行えていない問題も生じていた。
　以上から，第Ⅰ報の家庭経営の授業でみられた「真
正の学び」は，同じ生徒（対象）で実践したにもか
かわらず，本授業では「自分・家族⇔食事計画」の
視点から「食事計画の必要性」に関する自分の考え
（知識）を生徒が創造することができておらず，「真
正の学び」は成立していなかった。
　これは，次の３点に起因すると捉えられた。第一
は，前回の学習時間は50分×２で，ジャンプ課題
に対し，個人で検討した後に，協同的な学び（グルー
プ→クラス）での検討を経て，最終的な個人の結論
を出したのに対し，今回は50分×１の授業時間で
あったため，ジャンプ課題を最初に個人で検討する
時間が取れず，協同的な学び（グループ→クラス）
の検討から，最後の個人での結論を出す授業構成に
したことである。それにもかかわらず，実際には時
間が足りず，クラス全体での検討を十分に行うこと
が出来なかったことが第二の問題である。第三は，
ジャンプ課題の問題である。前回と今回の授業では，
生徒と同学年のはるなさんと家族の問題を課題とし
て取り上げた。前回の授業は「自分⇔家計」をテー
マとしたため，「はるなさんの夢」の検討を課題と
して設定しても，性別等に関係なく，生徒は自身を
投影して，課題に取り組むことができた。しかし，
今回は「自分・家族⇔食事計画」をテーマとし，食
事計画の核となった「食品群別摂取量」は，年齢・
性別・身体活動レベルにより摂取量が異なるため，
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活用有用性調査」31）に対してGoogle Formで回答
を求めた。
　次に，生徒が授業中に記入する「ワークシート１」
（教授資料①）を配布し，Power Pointで「ジャンプ
課題」を提示（表７“A1×S”に該当）し，夕食
会を行う「勤労感謝の日」について確認した。
　ジャンプ課題は，前回の実践で設定した課題では，
自身を投影することが難しい生徒がいたことと，生
徒が今後の自身のライフステージでの「自分⇔献立
作成」を探究できるように，はるなさんを生徒と同
じ16歳に，家族成員の15歳の弟を23歳の兄に変更し，
夕食会に生徒自身が招待されるようにした。
　３）第一次
①導入部
　導入部では「はるなさんは献立を立てるために，
何を考えたら良いか。」と問い，「食事の意義」から
「栄養バランス」を最初に考える必要があることを
確認し，小・中学校家庭科での献立作成の学習を振
り返り，本次の目標「献立を立てる際の栄養バラン
スを考える指標を知る」を示した。
②展開部
　展開１では，栄養バランスを考える指標として，
「食品群別摂取量の目安」「食品群の分け方」と高等
学校で使用する「４つの食品群」について，教科書
と教授資料で確認した。
　展開２では，「なぜ，食品群別摂取量の目安を用
いて献立を立てるのか」と問い，「日本人の食事摂
取基準」について確認し，「今回の事例の登場人物
の食品群別摂取量」を計算し，ワークシート【問い
①】に記入した。
　展開３では，学習ソフトを円滑に操作し，ジャン
プ課題を検討できるようにするための演習「はるな
さん家族の休日の昼食の栄養バランスの検討」を組
み込んだ。「はるなさん家族の休日の昼食」の献立は，
実践者が岡山県中学校用クッキングカードから生徒
になじみのある料理を選択し，「４つの食品群別摂
取量の目安」で不足する第１群の「生卵」を追加し
て作成したものである。
　「はるなさん家族の休日の昼食」をPower Point
で提示し（表７“A1×S”に該当），「昼食の栄養
バランスがよいか」を確認するために，「１食分の
食品群別摂取量の目安」の求め方を確認し，ワーク
シート【問い①】に記入した「今回の事例の登場人
物の食品群別摂取量」から，「１食分の食品群別摂
取量の目安」を計算し，Google Classroomから配
信した教授資料⑦GSS「はるなさん家族の休日の
昼食の栄養バランスの検討」の【問い②−１】の表
に入力した（表７“B3×Mに該当）。次に，ワー

クシート【問い②−２】の「昼食の献立（材料と分
量）」を食品群に分類し，教授資料⑦GSSの【問い
②−２】に分量を入力した（表７“B3×Mに該当）。
今回は，生徒が分量を入力すると，合計値が表示さ
れるようにGSSを作成した。その後，【問い②−２】
の解答をGoogle Classroomから配信し，各自で確
認した。【問い②−１】と【問い②−２】の結果を
比較・検討し，ワークシート【問い②−３】に「昼
食の献立の栄養バランス」が「良い・悪い」と「そ
の理由」について記入した。
　展開４では，栄養バランスを考える指標として「食
事バランスガイド」があることを教科書で確認した。
③終結部
　終結では，本次で学習したことの振り返りを行っ
た。
　４）第二次
①導入部
　生徒が授業中に記入する「ワークシート２」（教
授資料⑧）を配布し，「ジャンプ課題」を提示し（表
７“A1×S”に該当），前次の学習内容を確認した
上で，本次の目標「献立作成の手順やライフステー
ジごとの食事の特徴を踏まえ，夕食の献立を立てら
れるようになる」を示した。
②展開部
　展開１では，「栄養バランスの他に，どのような
ことに考慮し，どのような手順で献立作成を行えば
よいか」と問い，考慮すべき「ライフステージ」に
ついて教科書で説明し，事例の登場人物のライフス
テージについて確認した。
　次に，「ライフステージごとの食事の特徴は何か」
と問い，「幼児期」「はるなさん，お兄さん，自分の
青年期」「はるなさんの両親の壮年期」「はるなさん
の祖母の高齢期」「妊婦・授乳期」の食事の特徴を
Power Pointで提示して（表７“A1×S”に該当）
確認し，今回の献立作成ではるなさんが特に注意す
べきこととして，「両親の生活習慣病に気を付ける，
祖母の歯が悪く物が噛みにくい」ことを説明した。
　展開２では，「献立作成で，他に考慮すべきこと
は何か」と問い，「各人の好み・食事の特徴，季節，
材料，費用，調理の効率」に考慮することと「同じ
食品でも，調理により変化を持たせることができる」
ことを教科書で説明した。
　展開３では，「はるなさんはどのような手順で献
立を作成すればよいか」と問い，「献立の作成手順（主
菜→副菜→主食→汁物）」を教科書で確認した。
③終結部
　終結では，本次で学習したことの振り返りを行っ
た。
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５）第三次
①導入部
　「ジャンプ課題」を提示し（表７“A1×S”に該当），
前次の学習内容を確認した上で，本次の目標「はる
なさんの事例を検討し，献立を立てる」を示した。「課
題検討の流れ」を提示し（表７“A1×S”に該当），
課題を「個人→グループ→クラス全体→個人で検討
し，はるなさんに献立を提案する」ことを説明した。
②展開部
　展開１：ⅰ　個人での検討
　「12種類の料理」を提示し（表７“A1×S”に該当），
「今回は，はるなさんの調理技術，調理にかけられ
る時間を踏まえ，中学校で使われている調理カード
の中の12種類の料理から献立を作成する」ことを
告げ，「課題検討の進め方（個人）」を示し（表７“A1
×S”に該当），「献立検討の手順①～⑤」を説明し，
「作成した献立の食品群別摂取量の不足分の考え方
と解消法」について確認した。
　12種類の料理は，前実践で使用したもの（実践
者が中学校の調理カードから選定した主菜，副菜，
主食，汁物各３種）を用いた。
　生徒は，個人で①12種類の料理の中から，主菜
→副菜→主食→汁物の順に１種類ずつを選んで献立
を決め，②Google Classroomで配信されたGSSに，
献立で使用する食品を食品群に分類し，分量を入力
し（表７“B3×Mに該当），③摂取量と各人の過
不足を確認し，④過不足の解消方法を検討し，献立
を評価・決定し，⑤ワークシートに「この献立を選
んだ理由」と「過不足の解消方法」をまとめた。
　GSSは，生徒が数値を入力すると，摂取量の合
計値と各人の過不足の分量が表示されるように実践
者が作成した。
　展開２：ⅱ　グループでの検討
　生徒は，①個人での検討結果をグループで報告し，
②各メンバーの検討結果をグループで検討し，③そ
の結果を踏まえ，各グループで献立を立て，Google 
Classroomで配信されたGSSに，献立で使用する食
品を食品群に分類し，分量を入力し（表７“C3×
Mに該当），摂取量と各人の過不足を確認し，④過
不足の解消方法を検討し，献立を評価・決定し，⑤
ワークシートに「この献立を選んだ理由」と「過不
足の解消方法」をまとめ，⑤結果の発表者を決めた。

　グループ編成は，前年度の実践結果から，「グルー
プにリーダーがいること」「PC操作能力に偏りがな
いこと」「クラスの人間関係」を考慮し，「性別」と
「身体活動レベル」の同じ生徒となるように，実践
者がグループ編成を行った（表６参照）。

　展開３：ⅲ　クラスでの検討
　各グループでの結果を代表者が報告し，その内容
を実践者が黒板にまとめ，クラス全体で検討を行っ
た。
　最後に授業を行った１年５組では，７班が「乳製
品を摂るようにしたい」という理由から，「ムニエル，
きゅうりとわかめの酢の物，スパゲッティ，かきた
ま汁」を選択し，果物と乳製品が不足したため「牛
乳とヨーグルト，カットフルーツを全員が食べなけ
ればならない」という結論を出していた。また，５
班は「ムニエル，野菜サラダ，米飯，さつま汁」を
選択し，豆・豆製品の摂取量が０になったため，「豆
腐を献立に追加する」という結論を出していた。他
の班においても，過不足に関して「食品や料理の追
加」には着目できていたが，「盛り付け量の調整」「数
日から１週間かけての調整」という捉え方は欠落し
ていたため，教授資料⑫「献立検討の手順①～⑤」
を提示し，「作成した献立の食品群別摂取量の不足
分の考え方と解消法」を再確認した。
　展開４：ⅳ　個人での再検討
　展開１～３で行ったⅰ→ⅱ→ⅲの検討を踏まえ，
生徒が各自の最終的なジャンプ課題に対する結論を
ワークシートに記入した。
③終結部
　終結では，生徒は，ワークシート「なぜ，自分と
家族の献立を立てる必要があるのか」に対する自身
の考えを記入した。
　最後に，「授業評価」と「ICT活用有用性調査」
にGoogle Formsで回答した。授業終了時間までに
回答を終えられなかった生徒には，締め切り日時を
告げ，授業を終了した。
（４）授業における ICT活用
①授業に組み込んだ ICT活用のレベル
　（3）−4）で述べたように，授業には“Power 
Pointを用いた説明（A1×S）”，“Google Formsに
よるアンケートへの回答（B1×S）”，“個人での

GSSによる食品郡別摂取量の検討（B2×
M）”，“GSSの共有機能を用いた食品郡
別摂取量の検討（C2×M）”の４種類の
活用方法を組み込んだ（表７参照）。
② ICT活用に関する生徒の評価
　授業における ICT活用に対する生徒の

表６　グループ編成（１年５組）
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活用有用性調査」31）に対してGoogle Formで回答
を求めた。
　次に，生徒が授業中に記入する「ワークシート１」
（教授資料①）を配布し，Power Pointで「ジャンプ
課題」を提示（表７“A1×S”に該当）し，夕食
会を行う「勤労感謝の日」について確認した。
　ジャンプ課題は，前回の実践で設定した課題では，
自身を投影することが難しい生徒がいたことと，生
徒が今後の自身のライフステージでの「自分⇔献立
作成」を探究できるように，はるなさんを生徒と同
じ16歳に，家族成員の15歳の弟を23歳の兄に変更し，
夕食会に生徒自身が招待されるようにした。
　３）第一次
①導入部
　導入部では「はるなさんは献立を立てるために，
何を考えたら良いか。」と問い，「食事の意義」から
「栄養バランス」を最初に考える必要があることを
確認し，小・中学校家庭科での献立作成の学習を振
り返り，本次の目標「献立を立てる際の栄養バラン
スを考える指標を知る」を示した。
②展開部
　展開１では，栄養バランスを考える指標として，
「食品群別摂取量の目安」「食品群の分け方」と高等
学校で使用する「４つの食品群」について，教科書
と教授資料で確認した。
　展開２では，「なぜ，食品群別摂取量の目安を用
いて献立を立てるのか」と問い，「日本人の食事摂
取基準」について確認し，「今回の事例の登場人物
の食品群別摂取量」を計算し，ワークシート【問い
①】に記入した。
　展開３では，学習ソフトを円滑に操作し，ジャン
プ課題を検討できるようにするための演習「はるな
さん家族の休日の昼食の栄養バランスの検討」を組
み込んだ。「はるなさん家族の休日の昼食」の献立は，
実践者が岡山県中学校用クッキングカードから生徒
になじみのある料理を選択し，「４つの食品群別摂
取量の目安」で不足する第１群の「生卵」を追加し
て作成したものである。
　「はるなさん家族の休日の昼食」をPower Point
で提示し（表７“A1×S”に該当），「昼食の栄養
バランスがよいか」を確認するために，「１食分の
食品群別摂取量の目安」の求め方を確認し，ワーク
シート【問い①】に記入した「今回の事例の登場人
物の食品群別摂取量」から，「１食分の食品群別摂
取量の目安」を計算し，Google Classroomから配
信した教授資料⑦GSS「はるなさん家族の休日の
昼食の栄養バランスの検討」の【問い②−１】の表
に入力した（表７“B3×Mに該当）。次に，ワー

クシート【問い②−２】の「昼食の献立（材料と分
量）」を食品群に分類し，教授資料⑦GSSの【問い
②−２】に分量を入力した（表７“B3×Mに該当）。
今回は，生徒が分量を入力すると，合計値が表示さ
れるようにGSSを作成した。その後，【問い②−２】
の解答をGoogle Classroomから配信し，各自で確
認した。【問い②−１】と【問い②−２】の結果を
比較・検討し，ワークシート【問い②−３】に「昼
食の献立の栄養バランス」が「良い・悪い」と「そ
の理由」について記入した。
　展開４では，栄養バランスを考える指標として「食
事バランスガイド」があることを教科書で確認した。
③終結部
　終結では，本次で学習したことの振り返りを行っ
た。
　４）第二次
①導入部
　生徒が授業中に記入する「ワークシート２」（教
授資料⑧）を配布し，「ジャンプ課題」を提示し（表
７“A1×S”に該当），前次の学習内容を確認した
上で，本次の目標「献立作成の手順やライフステー
ジごとの食事の特徴を踏まえ，夕食の献立を立てら
れるようになる」を示した。
②展開部
　展開１では，「栄養バランスの他に，どのような
ことに考慮し，どのような手順で献立作成を行えば
よいか」と問い，考慮すべき「ライフステージ」に
ついて教科書で説明し，事例の登場人物のライフス
テージについて確認した。
　次に，「ライフステージごとの食事の特徴は何か」
と問い，「幼児期」「はるなさん，お兄さん，自分の
青年期」「はるなさんの両親の壮年期」「はるなさん
の祖母の高齢期」「妊婦・授乳期」の食事の特徴を
Power Pointで提示して（表７“A1×S”に該当）
確認し，今回の献立作成ではるなさんが特に注意す
べきこととして，「両親の生活習慣病に気を付ける，
祖母の歯が悪く物が噛みにくい」ことを説明した。
　展開２では，「献立作成で，他に考慮すべきこと
は何か」と問い，「各人の好み・食事の特徴，季節，
材料，費用，調理の効率」に考慮することと「同じ
食品でも，調理により変化を持たせることができる」
ことを教科書で説明した。
　展開３では，「はるなさんはどのような手順で献
立を作成すればよいか」と問い，「献立の作成手順（主
菜→副菜→主食→汁物）」を教科書で確認した。
③終結部
　終結では，本次で学習したことの振り返りを行っ
た。
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評価は，「ICT活用有用性調査」32）により考察した。
調査項目は，大問Ⅰ～Ⅳの５件法による全21問（表
８参照）である。
　授業実施前の調査は，第一次の最初に行い，提出
期限（10月18日）までに届いた131件の回答（２
組27件，４組28件，３組23件，１組28件，５組
25件）の各質問項目の得点を集計し，その平均得
点を求めた。授業実施後の調査は，第三次の最後に
行い，提出期限（11月15日）までに届いた113件
の回答（２組23件，４組21件，３組24件，１組22件，
５組23件）の各質問項目の得点を集計し，その平
均得点を求めた。結果は，表８に示す通りである。
　実施前と後では，生徒の各項目の評価には大きな
差はみられず，21項目中17項目の平均得点が４点
台となっていた。この結果から，生徒は，「ICTを
使うことで，効率よく，積極的に協同的な学びに取
り組むことができる」と，学習における ICT活用を
積極的に評価していると考えられた。
　その一方で，実践後の結果で平均得点が３点台で

あったのは，質問項目２−４「ICTを
使うことで，授業に集中して取り組め
ると思うか」，質問項目３−１「ICT
を使うことで，自分で考える力が身に
付くと思うか」，質問項目３−３「ICT
を使うことで，自分の考えを深めるこ
とができると思うか」であり，本実践
の ICT活用の仕方では，「考える力の
育成や思考の深化」には問題があり，
「学びに集中」することが難しい，と
評価していると考えられた。
③  Chromebookの操作に対する生徒の
評価

　本授業で試みたChromebookの操作に
関する評価は，「授業評価シート」で行っ
た。
　「授業評価シート」は，大野らが，ス
トレスマネジメント教育に用いるために
作成した授業評価シート33）を，本研究の
授業実践に対応するよう一部変更した大
問Ⅰ「今日の授業について」，大問Ⅱ「今
日の授業のChromebookの使用につい
て」，大問Ⅲ「今日の授業の良かったとこ
ろ，悪かったところ」から構成している。
　大問Ⅱは，今日の授業のChromebook
の使用について，（1）「①とてもできた，
②すこしできた，③どちらともいえない，
④あまりできなかった，⑤まったくでき
なかった」の中から該当するものを１つ
選んでマークし，④⑤を選択した場合，（2）

「できなかった操作や難しいと感じたところを具体
的に記述して下さい」にスキップし，自由記述をす
るようになっている。
　（1）の５件法で回答を求めた「Chromebookの操
作が適切にできたか」に関しては，回答の①５点，
②４点，③３点，④２点，⑤１点として計算し，各
クラスの平均点を求めた。
　提出期限（11月15日）までに届いた137件の回
答（２組27件，４組28件，３組30件，１組26件，
５組26件）の大問Ⅱのクラス別の評価結果は，全
クラスで４点以上となっており（２組4.33，４組
4.54，３組4.60，１組4.69，５組4.52），生徒の多く
は「問題なく適切にChromebookを操作することが
できた」と評価していた。
（５）協同的な学びによる生徒の知識創出
　「深い学び」の成立に結びつく「協同的な学びに
よる知識の創出」に関しては，授業中に生徒が記述
した「ワークシート」の分析により検討した。

表７　授業におけるＩＣＴ活用レベル

表８　授業前後のＩＣＴ活用有用性調査の結果
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①協同的な学びによる知識の創出
　ジャンプ課題を，ⅰ個人→ⅱグループ→ⅲクラス
→ⅳ個人の順で検討し，その結果を記述したワーク
シート２「ⅰ個人での検討結果の記述」とワークシー
ト３「ⅱグループ→ⅲクラスの検討を経て，ⅳ最終
的に個人で検討した結果の記述」を比較し，協同的
な学びにより自分の結論・考えを創ることができた
のか，を分析した。
　「ワークシート」は，授業終了後すぐに回収し，ワー
クシート２とワークシート３の両方を提出していた
２組21人，４組22人，３組21人，１組27人，５組
26人の合計117人分を対象とした。結果は表９に示
す通りである。
　クラス別では，２組19人，４組18人，３組
21人，１組27人，５組26人，全体では111人
（95％）の生徒が，グループとクラス全体での
検討を経て，最終的な自分の結論を記述して
いた。

表９　ジャンプ課題に対する個人の結論

②「自分⇔食事計画」に関する知識の創出
　本時の授業の到達目標として設定し，家庭科食物
学習の「深い学び」に不可欠な「自分⇔食事計画」
に関する知識の創出に関しては，ワークシート３「な
ぜ，自分と家族の献立を立てる必要があるのか」の
記述内容を分析した。
　分析は，ABCDの評価基準を設定し，記述内容
を基準と照合し，３段階で評価した。ワークシート
３を提出していた２組22人，４組27人，３組24人，
１組28人，５組29人，全体では111人，合計130人
の結果は表10に示す通りである。

表10　ワークシート３の記述に対する評価基準と評価結果

　２組13人，４組16人，３組10人，１組14人，５
組17人がA（十分に満足である）かB（満足である）
の評価となり，全体では，70人（54％）の生徒しか，
「自分⇔食事計画」に関する知識を創造できていな
かった。

（６）生徒の授業に対する評価
　生徒の授業に対する評価を，「授業評価シート」
大問Ⅰと大問Ⅲの分析から検討した。
　大問Ⅰは，今日の授業に関して「（1）興味を持て
たか」「（2）自分の生活に関係があるか」「（3）今日
の授業で覚えたことを，日常生活で活用する自信が
あるか」「（4）今日の授業の内容は，理解できたか」，
の４項目を，「①全くない」から「⑥とてもある」
の６件法で問い，①～⑥の中で該当するものを１つ
マークさせ，①１点，②２点，③３点，④４点，⑤
５点，⑥６点として各得点を集計し，クラス毎の平
均得点を算出した。

表11　授業に対する評価の結果

　大問Ⅲは，今日の授業で「（1）良かったと
ころ」と「（2）改善できるところ」を自由に
記述させ，KH Coderを活用し，分析を行った。
　提出期限（11月15日）までに届いた137件

の回答の大問Ⅰのクラス別の評価結果は表11，大
問Ⅲの「良かったところ」「改善できるところ」に
ついての共起ネットワーク図は図６と図７に示す通
りである。
　表11からわかるように，（1）～（4）の全項目に
おいて高い平均点となっていた。この結果から，生
徒は，今日の授業の「内容は自分の生活にとても関
係があり」「興味を持って取り組め」「内容をとても
理解でき」「授業で覚えたことを，日常生活で活用
できる自信がある」と評価していると捉えられた。
　「授業の良かったところ」についての共起ネット

ワーク図６では，「01　PCの使用と情
報の共有」「02　今後の人生で使用で
きるPC活用」「03　班での意見交換」「04
　グループでの話し合いと深い学び」
「05　スプレッドシートによる学習」
「06　授業内容」「07　栄養バランスの
よい献立」に関する７つのサブグラフ
が示された。図の右側に示された「円

の大きさと抽出語の出現頻度の目安」からみると，
出現頻度の多い抽出語を含む02，04，07のグルー
プから，生徒は「栄養バランスのよい献立を自分で
考え」，「グループで考えることで深く学べ」，「授業
でのパソコン使用が今後の人生で活かせる」学習で
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評価は，「ICT活用有用性調査」32）により考察した。
調査項目は，大問Ⅰ～Ⅳの５件法による全21問（表
８参照）である。
　授業実施前の調査は，第一次の最初に行い，提出
期限（10月18日）までに届いた131件の回答（２
組27件，４組28件，３組23件，１組28件，５組
25件）の各質問項目の得点を集計し，その平均得
点を求めた。授業実施後の調査は，第三次の最後に
行い，提出期限（11月15日）までに届いた113件
の回答（２組23件，４組21件，３組24件，１組22件，
５組23件）の各質問項目の得点を集計し，その平
均得点を求めた。結果は，表８に示す通りである。
　実施前と後では，生徒の各項目の評価には大きな
差はみられず，21項目中17項目の平均得点が４点
台となっていた。この結果から，生徒は，「ICTを
使うことで，効率よく，積極的に協同的な学びに取
り組むことができる」と，学習における ICT活用を
積極的に評価していると考えられた。
　その一方で，実践後の結果で平均得点が３点台で

あったのは，質問項目２−４「ICTを
使うことで，授業に集中して取り組め
ると思うか」，質問項目３−１「ICT
を使うことで，自分で考える力が身に
付くと思うか」，質問項目３−３「ICT
を使うことで，自分の考えを深めるこ
とができると思うか」であり，本実践
の ICT活用の仕方では，「考える力の
育成や思考の深化」には問題があり，
「学びに集中」することが難しい，と
評価していると考えられた。
③  Chromebookの操作に対する生徒の
評価

　本授業で試みたChromebookの操作に
関する評価は，「授業評価シート」で行っ
た。
　「授業評価シート」は，大野らが，ス
トレスマネジメント教育に用いるために
作成した授業評価シート33）を，本研究の
授業実践に対応するよう一部変更した大
問Ⅰ「今日の授業について」，大問Ⅱ「今
日の授業のChromebookの使用につい
て」，大問Ⅲ「今日の授業の良かったとこ
ろ，悪かったところ」から構成している。
　大問Ⅱは，今日の授業のChromebook
の使用について，（1）「①とてもできた，
②すこしできた，③どちらともいえない，
④あまりできなかった，⑤まったくでき
なかった」の中から該当するものを１つ
選んでマークし，④⑤を選択した場合，（2）

「できなかった操作や難しいと感じたところを具体
的に記述して下さい」にスキップし，自由記述をす
るようになっている。
　（1）の５件法で回答を求めた「Chromebookの操
作が適切にできたか」に関しては，回答の①５点，
②４点，③３点，④２点，⑤１点として計算し，各
クラスの平均点を求めた。
　提出期限（11月15日）までに届いた137件の回
答（２組27件，４組28件，３組30件，１組26件，
５組26件）の大問Ⅱのクラス別の評価結果は，全
クラスで４点以上となっており（２組4.33，４組
4.54，３組4.60，１組4.69，５組4.52），生徒の多く
は「問題なく適切にChromebookを操作することが
できた」と評価していた。
（５）協同的な学びによる生徒の知識創出
　「深い学び」の成立に結びつく「協同的な学びに
よる知識の創出」に関しては，授業中に生徒が記述
した「ワークシート」の分析により検討した。

表７　授業におけるＩＣＴ活用レベル

表８　授業前後のＩＣＴ活用有用性調査の結果
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あったと評価していると考えられた。
　「授業の改善できるところ」についての共起ネッ
トワーク図７では，「01　パソコンとプリントへの
記入」「02　献立バランスの改善」「03　グループで
の話し合いの時間」「04　食べ物について考える」
に関する４つのサブグラフが示された。01から04
のいずれのグループの用語も出現頻度は低いが，「グ
ループでの話し合い」や「プリント記入とパソコン」
の時間を増やすよう改善を求め，「食べ物について
考え」「作成した献立のバランスの改善」をしたい
と考えている，生徒がいることも明らかになった。

３．授業の評価と課題
　A高等学校において，二次構成で計画し，第二次
のみを実践した授業「なぜ，生涯を見通した食事計
画を立てる必要があるのか」の課題を踏まえ，再構
成した三次の授業をB高等学校で実践し，結果を検
討してきた。
（１ ）高等学校「家庭」における「深い学び」とそ

れが成立する条件
　本実践では，小単元のテーマを，生徒が今後のラ
イフステージにおける「自分と食事計画との関わり」
を探究できる「なぜ，生涯を見通した食事計画を立
てる必要があるのか」に設定し，「生徒自身が登場
するはるなさん家族（祖母，両親，兄，はるなさん）
との食事会の献立作成」というジャンプ課題に，個
人→グループ→クラス→個人の順に取り組んだ結
果，95％の生徒が協同的な学びを通して自分自身の
結論（考え）を出していた。
　さらに，「授業評価シート」大問Ⅰの分析から，
生徒は，ジャンプ課題の検討に，自分の生活にかか
わる課題として興味を持って取り組め，自身の生活
に活かすことができる，と授業を評価していると考
えられた。加えて，「授業評価シート」大問Ⅲの分
析からも，「栄養バランスのよい献立を自分で考え，
グループで話し合うことでより深く学べた」，さら
に「作成した献立のバランスを改善したい」と評価
していることが把握できた。
　この結果は，次の三点に起因していると考えられ
た。第一は，生徒が学びの主人公となるジャンプ課
題の設定である。A高等学校では，「はるなさんの
家族の食事会の献立作成」課題を，「自分自身を組
み込んだはるなさん家族との食事会の献立作成」に
変更し，生徒が学びの主人公となるジャンプ課題を
設定したことである。第二は，A高等学校では，授
業時間の関係で，１時間で「グループ→クラス→個
人」の順でジャンプ課題を検討したが，２時間をか
けて「個人→グループ→クラス→個人」の順でジャ

ンプ課題を検討したことである。第三は，A高等学
校では，生徒の座席順で編成したグループで課題の
検討を行ったが，グループでより円滑に自分の問題
として検討が進められるように，献立作成で考慮す
べき生徒の「性別」「身体活動レベル」に加え「人
間関係」「リーダー」「PC操作能力」を考え，実践
者が編成したグループで活動を行ったことである。
　しかし，家庭科の「深い学び」に結びつく問い「な
ぜ，自分と家族の献立を立てる必要があるのか」に
関しては，54％の生徒しか「自分⇔食事計画」に関
する知識を創造できていなかった。これは，この問
いを授業の最後（第三次の最後）に考えさせたこと
に起因していると考えられた。この問いは，第一次
の授業テーマであるため，第一次の最後に「なぜ，
自分と家族の献立を立てる必要があるのか」の答え
を導出した後で，第二次の「授業計画とは何か」を
明らかにし，第三次で「授業計画の立案」に取り組
み，第三次の最後では，小単元のテーマである「な
ぜ，生涯を見通した食事計画を立てる必要があるの
か」を考えさせる必要がある。そのためには，指導
案の到達目標②と④を入れ替え，到達目標⑤「健康
に生きるためには，ライフステージ別の栄養の特徴
に考慮した生涯を見通した食事計画を立てる必要が
ある。」を加えなければならない。
（２）「深い学び」に組み込む効果的な ICT活用
　本実践では，表７に示すA1×S，B1×S，B2×M,C2
×Mの４つのレベルの ICTの活用方法を取り入れ
た。それに対して，「授業評価シート」の大問Ⅱ・
Ⅲと「ICT活用有用性調査」の結果をみると，生徒
は，今回の学習材としての ICT活用（B1×S，B2
×M，C2×M）では，ICTを適切に操作すること
ができ，「ICTを使うことで，効率よく，積極的に
協同的な学びに取り組むことができる」に加え，「授
業でのパソコン使用が今後の人生で活かせる」と評
価していた。
　これは，ジャンプ課題の検討で使用するGSSの
操作がより円滑にできるように，授業の中に演習を
組み込んだことと，生徒のPC操作能力を考慮した
グループ編成を行ったことにも起因するが，入学時
に生徒が各自でパソコンを購入し，実践者が４月か
らの家庭科の授業に ICT活用を組み込み，学習材と
して ICTを活用し，10月に本実践を行った結果で
あると考えられた。

Ⅳ ．おわりに－高等学校「家庭」における「深い学
び」を目指す ICTを活用した授業の成立－

　本継続研究では，佐藤学の「深い学び」としてア
クティブ・ラーニングが成立する条件に基づき，実
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践研究を行ってきた。その結果，図８に示す「深い
学び」を目指す家庭科授業成立のための条件を確認
することができた。

１．「深い学び」を目指す家庭科授業の成立要件
　高等学校の家庭科で，「主体的・対話的で深い学
びを目指す授業」を成立させるためには，「家庭科
の真正の学び」に不可欠な「自分と環境との関わり」
を探究できる「授業テーマ（問い）」を設定し，そ
れを「生徒が学びの主人公になるジャンプ課題」を
通して，「個人→グループ→クラス→個人」の順に
学び合う関係の中で探求し，最後に生徒個々人が「授
業テーマ（問い）」に対する「自分自身の考え（知識）」
を創り出せる授業構成が必要である。

２ ．「深い学び」を目指す家庭科授業における ICT
活用
　それに加えて，佐藤学が「コンピュータは『学び
の道具（思考と表現の道具）』として活用した時，
教育効果を発揮する。コンピュータを『学びの道具
（思考と表現の道具）』あるいは『探究と協同の道具』
として活用する方途を探索する必要がある」34）と
指摘していたように，その学びの中に有効な学習材
として ICT活用を組み込む必要がある。
　本継続研究Ⅰ・Ⅱで述べたように，授業実践を行っ
た２校の生徒は，家庭科授業での ICT活用に関して
積極的に評価しており，特に「みんなとの意見や考
えを共有できる」「互いに協力して学習できる」等
の協同的な学びにおける ICT活用を高く評価してい
た。
　また，その活用は，決して表７でいう「変換」レ
ベルの高度な ICT活用を意味するのではない。授業
の目的と内容，生徒の ICT活用能力，ICT活用の環
境整備に応じた「生徒が学び合う関係」の中で探究
活動を促進できる活用のことである。

　この ICT活用を組み込んでいくために
は，前提として，端末の環境整備を行い，
ICTを使用する場を多く設定した活動や
授業を通して，生徒と教師が ICTに慣れ，
多様な活用ができるようになることが必
要である。

３ ．「深い学び」を目指す ICTを活用し
た家庭科授業計画案
　以上の結果から，本実践研究で作成し
た家庭科授業計画案の形式（書式）は，
資料１に示した通りである。

４．「深い学び」を成立させる学習時間の確保
　以上の学びを成立させるためには，生徒の探究活
動を保障する学習時間が必要である。
　本報告のⅡで述べたように，授業時間の関係から
50分間で計画した授業では，時間内に「深い学び」
の成立に不可欠な協同的な学びも知識の創造もでき
ず，そこには，生徒の「深い学び」の成立はみられ
なかった。
　前述した「深い学び」を成立させる授業を構成す
るためには，生徒が「ジャンプ課題」を「個人→グ
ループ→クラス→個人」の順に検討し，「答え（知識）」
を創ることができる授業時間を教師が保障し，授業
計画を立てなければならない。

５．学び合う関係を成立させるグループ編成
　加えて，「深い学び」を目指す家庭科授業では，
学び合う関係を成立させるグループ編成を考える必
要がある。
　佐藤学は「多様な個性や能力のある子どもが偶発
的に組織されるのが好ましい」ため「グループは男
女４人編成で，クジできめることがベスト」35）と
している。しかし，本実践研究からは，家庭科の学
習内容では，佐藤学と同じ考え方に基づく座席順に
よるグループ編成では，学び合う関係が上手く築け
ない場面があった。例えば，本継続研究のⅠとⅡ−
Ⅱ・Ⅲで述べたように，「自分⇔食事計画」をテー
マとする授業の場合，年齢・性別・身体活動レベル
により食事計画の前提となる「食品群別摂取量の目
安」が異なるため，生徒全員が主人公となれる事例
で「ジャンプ課題」を設定し，「同じ性別・身体活
動レベル」の生徒同士のグループ編成で学習を行っ
たが，座席順によるグループ編成よりも，学び合う
関係をスムーズに築くことができていた。
　それに加えて，本実践研究では，「リーダーシップ」
「PC操作能力」「クラス内の人間関係」を考慮した

図８　家庭科において「深い学び」が成立する条件
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グループ編成を行うことで，グループ活動が円滑に
進められることが確認できた。さらに，家庭科にお
いては，学習内容によって生徒の家庭環境や家族関
係等を考慮したグループ編成が必要となると考えら
れた。
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学び」を目指す家庭科授業成立のための条件を確認
することができた。
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教育効果を発揮する。コンピュータを『学びの道具
（思考と表現の道具）』あるいは『探究と協同の道具』
として活用する方途を探索する必要がある」34）と
指摘していたように，その学びの中に有効な学習材
として ICT活用を組み込む必要がある。
　本継続研究Ⅰ・Ⅱで述べたように，授業実践を行っ
た２校の生徒は，家庭科授業での ICT活用に関して
積極的に評価しており，特に「みんなとの意見や考
えを共有できる」「互いに協力して学習できる」等
の協同的な学びにおける ICT活用を高く評価してい
た。
　また，その活用は，決して表７でいう「変換」レ
ベルの高度な ICT活用を意味するのではない。授業
の目的と内容，生徒の ICT活用能力，ICT活用の環
境整備に応じた「生徒が学び合う関係」の中で探究
活動を促進できる活用のことである。

　この ICT活用を組み込んでいくために
は，前提として，端末の環境整備を行い，
ICTを使用する場を多く設定した活動や
授業を通して，生徒と教師が ICTに慣れ，
多様な活用ができるようになることが必
要である。

３ ．「深い学び」を目指す ICTを活用し
た家庭科授業計画案
　以上の結果から，本実践研究で作成し
た家庭科授業計画案の形式（書式）は，
資料１に示した通りである。

４．「深い学び」を成立させる学習時間の確保
　以上の学びを成立させるためには，生徒の探究活
動を保障する学習時間が必要である。
　本報告のⅡで述べたように，授業時間の関係から
50分間で計画した授業では，時間内に「深い学び」
の成立に不可欠な協同的な学びも知識の創造もでき
ず，そこには，生徒の「深い学び」の成立はみられ
なかった。
　前述した「深い学び」を成立させる授業を構成す
るためには，生徒が「ジャンプ課題」を「個人→グ
ループ→クラス→個人」の順に検討し，「答え（知識）」
を創ることができる授業時間を教師が保障し，授業
計画を立てなければならない。

５．学び合う関係を成立させるグループ編成
　加えて，「深い学び」を目指す家庭科授業では，
学び合う関係を成立させるグループ編成を考える必
要がある。
　佐藤学は「多様な個性や能力のある子どもが偶発
的に組織されるのが好ましい」ため「グループは男
女４人編成で，クジできめることがベスト」35）と
している。しかし，本実践研究からは，家庭科の学
習内容では，佐藤学と同じ考え方に基づく座席順に
よるグループ編成では，学び合う関係が上手く築け
ない場面があった。例えば，本継続研究のⅠとⅡ−
Ⅱ・Ⅲで述べたように，「自分⇔食事計画」をテー
マとする授業の場合，年齢・性別・身体活動レベル
により食事計画の前提となる「食品群別摂取量の目
安」が異なるため，生徒全員が主人公となれる事例
で「ジャンプ課題」を設定し，「同じ性別・身体活
動レベル」の生徒同士のグループ編成で学習を行っ
たが，座席順によるグループ編成よりも，学び合う
関係をスムーズに築くことができていた。
　それに加えて，本実践研究では，「リーダーシップ」
「PC操作能力」「クラス内の人間関係」を考慮した

図８　家庭科において「深い学び」が成立する条件
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資料１

学習指導案「なぜ，生涯を見通した食事計画を立てる必要があるのか」

１．小単元名 「なぜ，生涯を見通した食事計画を立てる必要があるのか」

２．小単元の到達目標（概念的説明的知識）

①栄養的にバランスの取れた食事とは，食品群別摂取量の目安を考慮し，計画・管理された食事である。

②自己や家族の食事計画・管理では，乳児期から高齢期までのライフステージ別の栄養の特徴に考慮する必要がある。

③自己や家族の食事計画・管理では，栄養と嗜好，費用，調理の効率，環境，安全などに配慮することが大切である。

④自己や家族の食事計画・管理は，自己や家族が健康に生きるために大切である。

３．小単元の指導計画

第一次 「栄養バランスのよい食事とは何か」 １時間

第二次 「食事計画とは何か」 １時間

第三次 「食事計画の立案」 ２時間

４．小単元の展開

第一次「栄養バランスのよい食事とは何か」

パート
主な発問

◎→〇→●→・

教授・学習活動

教師→教，

生徒→生

教授

資料
到達目標 内は予想される生徒の答え

活用

誰が 何のために 何を どう使うか

導入 ◎アンケートの説明と回答

◎私たちは，なぜ自分と家族の献立

を立てる必要があるのか考えよう

●勤労感謝の日はいつか。

●勤労感謝の日はどのような日か。

教：説明する

生：回答する

教：学習課題を提

示する

教：発問する

生：答える

教：資料を提示し

説明する

⓪

①

② ・ 月 日

・働いている人に感謝の気持ちを持つ日。

生徒

教師

教師

端末の活用に慣

れる

より分かりやす

くする

より理解しやす

くする

教授資料①を添付

したスライド

（ ）

スライド

回答する

提示する。

提示する。

Ⅰ 「栄養バランスのよい食事とは何か。」

導

入

〇はるなさんは献立を立てるため

に，何を考えたら良いか。

●この中で最初に考えなければなら

ないことは何か。

●なぜ，栄養バランスを一番に考え

るのか。

〇栄養バランスを考えるには，どの

ようにして献立を立てれば良いか。

・小学校，中学校の家庭科で，献立は，

どのようにして立てたか。

教：発問する

生：答える

教：発問する

生：答える

教：発問する

生：答える

教：説明する

教：発問する

生：答える

教：学習目標を提

示する

（・好き嫌いやアレルギー）（・予算）

（・栄養バランス）（・見た目）

・栄養バランス

・食事の意義には，成長，健康の保持増進，

思考を続けることなどの生理的機能があ

る。

・赤，緑，黄色のやつ

・中学校では６群とかを使った

展

開

１

◎栄養バランスの良い食事を摂るた

めにはどのように献立を立てれば良

いか。

〇食品群別摂取量の目安とは何か。

●食品群の分け方には，どのような

ものがあるか。

教：説明する

生：プリントに記

入して確認する

教：説明する

生：プリントに記

入して確認する

①③

①④

○食品群別摂取量の目安とは，食品に含ま

れる主な成分を基準としていくつかの群に

分け，それぞれの食品群について 日の必

要量を示したものである。

●食品群の分け方には，３色食品群，６つの

基礎食品群，４つの食品群がある。

・小学校では「３食食品群」，中学校では「６

つの基礎食品群別摂取量の目安」を使った

が，高等学校では新たに「４つの食品群別摂

教師

教師

より理解しやす

くする

より理解しやす

くする

スキャンした教科

書を添付したスラ

イド

スキャンした教科

書を添付したスラ

イド

提示する

提示する

はるなさん 歳・高校 年生は， 歳の祖母， 歳の父と， 歳の母， 歳の兄と暮らしています。はるなさんは，ちょうど家庭科の授業で食生活に関する学習をしているので，それを活かして献立を考

え，調理しようと思い， 月 日の勤労感謝の日に感謝の気持ちを伝えるための夕食会を計画しました。そこには，はるなさんの一番仲のよい友人のあなた生徒自身を招待し，はるなさんの家族と友人のあ

なたに食事を振る舞うことにしました。

はるなさんの立場になって，みなさんではるなさんの家族とあなた自分自身の夕食を計画してみましょう。

献立を立てる際の栄養バランスを考える指標を知ろう。
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資料１

学習指導案「なぜ，生涯を見通した食事計画を立てる必要があるのか」

１．小単元名 「なぜ，生涯を見通した食事計画を立てる必要があるのか」

２．小単元の到達目標（概念的説明的知識）

①栄養的にバランスの取れた食事とは，食品群別摂取量の目安を考慮し，計画・管理された食事である。

②自己や家族の食事計画・管理では，乳児期から高齢期までのライフステージ別の栄養の特徴に考慮する必要がある。

③自己や家族の食事計画・管理では，栄養と嗜好，費用，調理の効率，環境，安全などに配慮することが大切である。

④自己や家族の食事計画・管理は，自己や家族が健康に生きるために大切である。

３．小単元の指導計画

第一次 「栄養バランスのよい食事とは何か」 １時間

第二次 「食事計画とは何か」 １時間

第三次 「食事計画の立案」 ２時間

４．小単元の展開

第一次「栄養バランスのよい食事とは何か」

パート
主な発問

◎→〇→●→・

教授・学習活動

教師→教，

生徒→生

教授

資料
到達目標 内は予想される生徒の答え

活用

誰が 何のために 何を どう使うか

導入 ◎アンケートの説明と回答

◎私たちは，なぜ自分と家族の献立

を立てる必要があるのか考えよう

●勤労感謝の日はいつか。

●勤労感謝の日はどのような日か。

教：説明する

生：回答する

教：学習課題を提

示する

教：発問する

生：答える

教：資料を提示し

説明する

⓪

①

② ・ 月 日

・働いている人に感謝の気持ちを持つ日。

生徒

教師

教師

端末の活用に慣

れる

より分かりやす

くする

より理解しやす

くする

教授資料①を添付

したスライド

（ ）

スライド

回答する

提示する。

提示する。

Ⅰ 「栄養バランスのよい食事とは何か。」

導

入

〇はるなさんは献立を立てるため

に，何を考えたら良いか。

●この中で最初に考えなければなら

ないことは何か。

●なぜ，栄養バランスを一番に考え

るのか。

〇栄養バランスを考えるには，どの

ようにして献立を立てれば良いか。

・小学校，中学校の家庭科で，献立は，

どのようにして立てたか。

教：発問する

生：答える

教：発問する

生：答える

教：発問する

生：答える

教：説明する

教：発問する

生：答える

教：学習目標を提

示する

（・好き嫌いやアレルギー）（・予算）

（・栄養バランス）（・見た目）

・栄養バランス

・食事の意義には，成長，健康の保持増進，

思考を続けることなどの生理的機能があ

る。

・赤，緑，黄色のやつ

・中学校では６群とかを使った

展

開

１

◎栄養バランスの良い食事を摂るた

めにはどのように献立を立てれば良

いか。

〇食品群別摂取量の目安とは何か。

●食品群の分け方には，どのような

ものがあるか。

教：説明する

生：プリントに記

入して確認する

教：説明する

生：プリントに記

入して確認する

①③

①④

○食品群別摂取量の目安とは，食品に含ま

れる主な成分を基準としていくつかの群に

分け，それぞれの食品群について 日の必

要量を示したものである。

●食品群の分け方には，３色食品群，６つの

基礎食品群，４つの食品群がある。

・小学校では「３食食品群」，中学校では「６

つの基礎食品群別摂取量の目安」を使った

が，高等学校では新たに「４つの食品群別摂

教師

教師

より理解しやす

くする

より理解しやす

くする

スキャンした教科

書を添付したスラ

イド

スキャンした教科

書を添付したスラ

イド

提示する

提示する

はるなさん 歳・高校 年生は， 歳の祖母， 歳の父と， 歳の母， 歳の兄と暮らしています。はるなさんは，ちょうど家庭科の授業で食生活に関する学習をしているので，それを活かして献立を考

え，調理しようと思い， 月 日の勤労感謝の日に感謝の気持ちを伝えるための夕食会を計画しました。そこには，はるなさんの一番仲のよい友人のあなた生徒自身を招待し，はるなさんの家族と友人のあ

なたに食事を振る舞うことにしました。

はるなさんの立場になって，みなさんではるなさんの家族とあなた自分自身の夕食を計画してみましょう。

献立を立てる際の栄養バランスを考える指標を知ろう。

２

３

４

５

〇４つの食品群とはどのようなもの

か。

〇なぜ，食品群別摂取量の目安を用

いて献立を立てるのか。

〇日本人の食事摂取基準とは，何か。

〇今回の事例の登場人物の食品群別

摂取量はどのようになっているか。

〇はるなさんは休日の昼食の栄養バ

ランスがよいかどうかを確認するこ

とにした。

・１食分の食品群別摂取量の目安は，

どのようにして求めたら良いか。

・はるなさん家族とあなたの 食分

の食品群別摂取量の目安は，どのよ

うになるか。

・昼食の献立の食材は何群に分類で

きるか。

・はるなさんの昼食の栄養バランス

は良いか。

〇他には，どのような栄養バランス

を考える指標があるか。

●食事バランスガイドとは何か。

教：説明する

教：発問する

生：答える

教：説明する

教：発問する

生：答える

教：説明する

生：プリントに記

入して確認する

教：発問する

生：数値を確認

し，ワークシート

に記入する

教：説明する

教：発問する

生：答える

教：説明する

教：発問する

生：計算し に

入力する

教：発問する

生：食材を分類

し， に記入す

る

生：分類を確認す

る

生：比較・検討し

てワークシート

に記入する

教：説明する

生：答える

教：説明する

生：プリントに記

入して確認する

①⑤

①

⑥

①④

①⑦

①⑦

⑦‘

①⑦

①⑧

取量の目安」を使う。

〇４つの食品群は，不足している栄養素の

補充を目的とするため，乳・乳製品と卵を１

群とし，その他を３群に分けて示したもの

である。第１群に栄養を完全にする乳・乳製

品・卵，第２群に血や肉をつくる魚介・肉・

豆・豆製品，第３群に体の調子をよくする野

菜・いも・果物，第４群にエネルギー源にな

る穀類・油脂・砂糖が分類される。

〇食品群別摂取量の目安を満たす量を摂取

すると，日本人の食事摂取基準を満たすこ

とができる。

〇「日本人の食事摂取基準」は，健康な人を

対象として，健康の維持・増進や生活習慣病

の発症および重症化の予防を目的として，

年齢，性，妊婦，授乳婦の別にエネルギーと

各栄養素の摂取量の基準を示したものであ

る。

●「日本人の食事摂取基準」は，栄養状態や

体位などに応じて，５年ごとに改定される。

（ワークシート「問い①」を行う）

・食品群別摂取量の目安は１日の必要量が

示されていることから，１食分は，食品群別

摂取量の目安の３分の１の値を求めるとよ

い。

（ 【問い②－１】に入力）

（ 【問い②－２】に入力）

（ 【問い②－１】と【問い②－２】の結

果を比較検討し，結論をワークシート【問い

②－３】に記入する）

●食事バランスガイドは，食事の望ましい

組み合わせとおおよその料理の量をイラス

トで示したものである。

●食事バランスガイドは，１日に「何を」「ど

れだけ」食べたらよいかの目安を，主食，副

菜，主菜。牛乳，乳製品，果物の５つの料理

グループごとに数で示している。

教師

教師

生徒

生徒

教師

より理解しやす

くする

より理解しやす

くする

栄養バランスの

評価を短時間で

行う

栄養バランスの

評価を短時間で

行う

より理解しやす

くする

スキャンした教科

書を添付したスラ

イド

スライド

スキャンした教科

書を添付したスラ

イド

提示する

提示する

各自のパソコ

ンで個人で取

り組む。

各自のパソコ

ンで個人で取

り組む

スクリーン提

示する。

終

結

◎栄養バランスの良い食事を摂るた

めにはどのように献立を立てる必要

があるか。

教：説明する ◎栄養バランスの良い食事を摂るために

は，年齢，性別，身体活動レベルを確認し，

食品群別摂取量の目安を用いて献立を立て

る必要がある。

第二次「食事計画とは何か」

パート 主な発問 教授・学習活動 資料 到達目標 内は予想される生徒の答え 活用

佐藤　　園　・　長谷川千華
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資料１

学習指導案「なぜ，生涯を見通した食事計画を立てる必要があるのか」

１．小単元名 「なぜ，生涯を見通した食事計画を立てる必要があるのか」

２．小単元の到達目標（概念的説明的知識）

①栄養的にバランスの取れた食事とは，食品群別摂取量の目安を考慮し，計画・管理された食事である。

②自己や家族の食事計画・管理では，乳児期から高齢期までのライフステージ別の栄養の特徴に考慮する必要がある。

③自己や家族の食事計画・管理では，栄養と嗜好，費用，調理の効率，環境，安全などに配慮することが大切である。

④自己や家族の食事計画・管理は，自己や家族が健康に生きるために大切である。

３．小単元の指導計画

第一次 「栄養バランスのよい食事とは何か」 １時間

第二次 「食事計画とは何か」 １時間

第三次 「食事計画の立案」 ２時間

４．小単元の展開

第一次「栄養バランスのよい食事とは何か」

パート
主な発問

◎→〇→●→・

教授・学習活動

教師→教，

生徒→生

教授

資料
到達目標 内は予想される生徒の答え

活用

誰が 何のために 何を どう使うか

導入 ◎アンケートの説明と回答

◎私たちは，なぜ自分と家族の献立

を立てる必要があるのか考えよう

●勤労感謝の日はいつか。

●勤労感謝の日はどのような日か。

教：説明する

生：回答する

教：学習課題を提

示する

教：発問する

生：答える

教：資料を提示し

説明する

⓪

①

② ・ 月 日

・働いている人に感謝の気持ちを持つ日。

生徒

教師

教師

端末の活用に慣

れる

より分かりやす

くする

より理解しやす

くする

教授資料①を添付

したスライド

（ ）

スライド

回答する

提示する。

提示する。

Ⅰ 「栄養バランスのよい食事とは何か。」

導

入

〇はるなさんは献立を立てるため

に，何を考えたら良いか。

●この中で最初に考えなければなら

ないことは何か。

●なぜ，栄養バランスを一番に考え

るのか。

〇栄養バランスを考えるには，どの

ようにして献立を立てれば良いか。

・小学校，中学校の家庭科で，献立は，

どのようにして立てたか。

教：発問する

生：答える

教：発問する

生：答える

教：発問する

生：答える

教：説明する

教：発問する

生：答える

教：学習目標を提

示する

（・好き嫌いやアレルギー）（・予算）

（・栄養バランス）（・見た目）

・栄養バランス

・食事の意義には，成長，健康の保持増進，

思考を続けることなどの生理的機能があ

る。

・赤，緑，黄色のやつ

・中学校では６群とかを使った

展

開

１

◎栄養バランスの良い食事を摂るた

めにはどのように献立を立てれば良

いか。

〇食品群別摂取量の目安とは何か。

●食品群の分け方には，どのような

ものがあるか。

教：説明する

生：プリントに記

入して確認する

教：説明する

生：プリントに記

入して確認する

①③

①④

○食品群別摂取量の目安とは，食品に含ま

れる主な成分を基準としていくつかの群に

分け，それぞれの食品群について 日の必

要量を示したものである。

●食品群の分け方には，３色食品群，６つの

基礎食品群，４つの食品群がある。

・小学校では「３食食品群」，中学校では「６

つの基礎食品群別摂取量の目安」を使った

が，高等学校では新たに「４つの食品群別摂

教師

教師

より理解しやす

くする

より理解しやす

くする

スキャンした教科

書を添付したスラ

イド

スキャンした教科

書を添付したスラ

イド

提示する

提示する

はるなさん 歳・高校 年生は， 歳の祖母， 歳の父と， 歳の母， 歳の兄と暮らしています。はるなさんは，ちょうど家庭科の授業で食生活に関する学習をしているので，それを活かして献立を考

え，調理しようと思い， 月 日の勤労感謝の日に感謝の気持ちを伝えるための夕食会を計画しました。そこには，はるなさんの一番仲のよい友人のあなた生徒自身を招待し，はるなさんの家族と友人のあ

なたに食事を振る舞うことにしました。

はるなさんの立場になって，みなさんではるなさんの家族とあなた自分自身の夕食を計画してみましょう。

献立を立てる際の栄養バランスを考える指標を知ろう。
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◎→〇→●→・ 教師→教

生徒→生
誰が 何のために 何を どう使うか

Ⅱ 「食事計画とは何か。」

導

入

◎前時の復習

〇前回の授業ではどのようなことを

学習したか。

教：学習課題を提

示する

教：発問する

生：答える

教：学習目標を提

示する

⑧

・４つの食品群に食材を分類した

・食品群別摂取量の目安を求めた

・日本人の食事摂取基準を確認した

教師 より理解しやす

くする

教授資料⑥を添付

したスライド

（ ）

提示する。

展

開

１

◎栄養バランスの他に，どのようなこ

とに考慮し，どのような手順で献立作

成を行えばよいか。

〇はるなさんは，献立を立てるために

栄養バランスの他にどのようなこと

を検討したのだろうか。

〇ライフステージとは何か。

・事例の登場人物は，どのライフステ

ージに当てはまるか。

〇ライフステージごとの食事の特徴

はどのようになっているだろうか。

●幼児期はどうか。

●はるなさん，お兄さん，自分の青年

期はどうか。

●はるなさんの両親の壮年期はどう

か。

●はるなさんの祖母の高齢期はどう

か。

●妊婦・授乳期はどうか。

●はるなさんは，今回特に何に配慮し

たら良いか。

教：発問する

教：説明する

生：ワークシート

に記入して確認

する

教：発問する

生：確認してワー

クシートに記入

する

教：発問し，資料

を提示して説明

する

生：ワークシート

に記入して確認

する

教：発問する

生：ワークシート

に記入して確認

する

教：発問する

生：ワークシート

に記入して確認

する

教：発問する

生：ワークシート

に記入して確認

する

教：発問する

生：ワークシート

に記入して確認

する

教：説明する

⑧

⑧

⑨

⑧

○家族の献立を立てる場合，まずライフステー

ジごとの食事の特徴を考える必要がある。

〇ライフステージとは，人間の一生で誰にも共

通する発達段階のことであり，乳幼児期，児童

期，青年期，壮年期，高齢期などに区切られる。

（・幼児期と児童期はいない。）

・はるなさんと自分と兄は青年期である。

・父と母は，壮年期である。

・祖母は高齢期である。）

・幼児期は，身体の成長が著しく，体格に比べ

て栄養素の必要量が多い。

・幼児期は，消化器の発達が不十分である。

・児童期は，活動量が増加する。

・児童期は，食習慣や味覚が形成される。

・青年期は，身長・体重が増加し，基礎代謝や

活動量も増加する。

・青年期は，通学や部活，塾などで食事リズム

が乱れやすい。

・壮年期は，基礎代謝が減少する。

・壮年期が仕事や家事・育児などで食事が乱れ

やすい。

・高齢期は，身体の機能が低下し，活動量が減

少する。

・高齢期は，食欲が衰え，味覚が鈍くなる。

・高齢期は，低栄養になりやすい。

・妊婦・授乳婦は，胎児の発育が妊婦を自覚す

る前から始まる。

・妊婦・授乳婦は，胎児や乳児の発育，母体の

健康に様々 な栄養が必要である。

・はるなさんの父は「生活習慣病に気を付けな

くてはならない」，祖母は「歯が悪く，物を飲み

込みにくくなった」と言っており，その点を特

教師 り理解しやすく

する

スキャンした教科

書を添付したスラ

イド

提示する

はるなさん 歳・高校 年生は， 歳の祖母， 歳の父と， 歳の母， 歳の兄と暮らしています。はるなさんは，ちょうど家庭科の授業で食生活に関する学習をしているので，それを活かして献

立を考え，調理しようと思い， 月 日の勤労感謝の日に感謝の気持ちを伝えるための夕食会を計画しました。そこには，はるなさんの一番仲のよい友人のあなた生徒自身を招待し，はるなさんの家

族と友人のあなたに食事を振る舞うことにしました。

はるなさんの立場になって，みなさんではるなさんの家族とあなた自分自身の夕食を計画してみましょう。

献立作成の手順やライフステージごとの食事の特徴を踏まえ，夕食の献立を立てられるようになろう。
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◎→〇→●→・ 教師→教

生徒→生
誰が 何のために 何を どう使うか

Ⅱ 「食事計画とは何か。」

導

入

◎前時の復習

〇前回の授業ではどのようなことを

学習したか。

教：学習課題を提

示する

教：発問する

生：答える

教：学習目標を提

示する

⑧

・４つの食品群に食材を分類した

・食品群別摂取量の目安を求めた

・日本人の食事摂取基準を確認した

教師 より理解しやす

くする

教授資料⑥を添付

したスライド

（ ）

提示する。

展

開

１

◎栄養バランスの他に，どのようなこ

とに考慮し，どのような手順で献立作

成を行えばよいか。

〇はるなさんは，献立を立てるために

栄養バランスの他にどのようなこと

を検討したのだろうか。

〇ライフステージとは何か。

・事例の登場人物は，どのライフステ

ージに当てはまるか。

〇ライフステージごとの食事の特徴

はどのようになっているだろうか。

●幼児期はどうか。

●はるなさん，お兄さん，自分の青年

期はどうか。

●はるなさんの両親の壮年期はどう

か。

●はるなさんの祖母の高齢期はどう

か。

●妊婦・授乳期はどうか。

●はるなさんは，今回特に何に配慮し

たら良いか。

教：発問する

教：説明する

生：ワークシート

に記入して確認

する

教：発問する

生：確認してワー

クシートに記入

する

教：発問し，資料

を提示して説明

する

生：ワークシート

に記入して確認

する

教：発問する

生：ワークシート

に記入して確認

する

教：発問する

生：ワークシート

に記入して確認

する

教：発問する

生：ワークシート

に記入して確認

する

教：発問する

生：ワークシート

に記入して確認

する

教：説明する

⑧

⑧

⑨

⑧

○家族の献立を立てる場合，まずライフステー

ジごとの食事の特徴を考える必要がある。

〇ライフステージとは，人間の一生で誰にも共

通する発達段階のことであり，乳幼児期，児童

期，青年期，壮年期，高齢期などに区切られる。

（・幼児期と児童期はいない。）

・はるなさんと自分と兄は青年期である。

・父と母は，壮年期である。

・祖母は高齢期である。）

・幼児期は，身体の成長が著しく，体格に比べ

て栄養素の必要量が多い。

・幼児期は，消化器の発達が不十分である。

・児童期は，活動量が増加する。

・児童期は，食習慣や味覚が形成される。

・青年期は，身長・体重が増加し，基礎代謝や

活動量も増加する。

・青年期は，通学や部活，塾などで食事リズム

が乱れやすい。

・壮年期は，基礎代謝が減少する。

・壮年期が仕事や家事・育児などで食事が乱れ

やすい。

・高齢期は，身体の機能が低下し，活動量が減

少する。

・高齢期は，食欲が衰え，味覚が鈍くなる。

・高齢期は，低栄養になりやすい。

・妊婦・授乳婦は，胎児の発育が妊婦を自覚す

る前から始まる。

・妊婦・授乳婦は，胎児や乳児の発育，母体の

健康に様々 な栄養が必要である。

・はるなさんの父は「生活習慣病に気を付けな

くてはならない」，祖母は「歯が悪く，物を飲み

込みにくくなった」と言っており，その点を特

教師 り理解しやすく

する

スキャンした教科

書を添付したスラ

イド

提示する

はるなさん 歳・高校 年生は， 歳の祖母， 歳の父と， 歳の母， 歳の兄と暮らしています。はるなさんは，ちょうど家庭科の授業で食生活に関する学習をしているので，それを活かして献

立を考え，調理しようと思い， 月 日の勤労感謝の日に感謝の気持ちを伝えるための夕食会を計画しました。そこには，はるなさんの一番仲のよい友人のあなた生徒自身を招待し，はるなさんの家

族と友人のあなたに食事を振る舞うことにしました。

はるなさんの立場になって，みなさんではるなさんの家族とあなた自分自身の夕食を計画してみましょう。

献立作成の手順やライフステージごとの食事の特徴を踏まえ，夕食の献立を立てられるようになろう。

３

４

〇献立作成でその他に考慮すべきこ

とは何か。

〇はるなさんはどのような手順で献

立を作成すれば良いか。

教：説明する

生：ワークシート

に記入して確認

する。

教：説明する

生：ワークシート

に記入して確認

する。

⑧

⑧

に考慮することにする。

○献立は，各人の好みや食事の特徴，季節，材

料，費用，調理の能率などを考慮して立てる。

同じ食品でも，調理法によって変化を持たせる

ことができる。

○献立は，「①主菜を決める→②副菜を決める

→③主食を決める→④汁物を決める」という手

順で作成する。

終

結

◎献立作成はどのように行うのか。 教：説明する ◎献立作成を行うためには，ライフステージご

との特徴を把握し，各人の食品群別摂取量の目

安を求めることが必要である。

◎献立は，各人の好みや食事の特徴，季節，材

料，費用，調理の能率などを考慮して立てるが，

同じ食品でも，調理法によって変化を持たせる

ことができる。

◎献立作成の手順は，主菜→副菜→主食→汁物

である。

第三次「食事計画の立案」

パート
主な発問

◎→〇→●→・

教授・学習活動

教師→教

生徒→生

資料 到達目標 内は予想される生徒の答え

活用

誰が 何のために 何を どう使うか

Ⅲ 「食事計画の立案」

導

入

◎前時の復習

〇前回の授業ではどのようなことを

学習したか。

・課題の検討は，どのようにして行う

のか。

教：学習課題を提

示する

教：発問する

生：答える

教：学習目標の提

示

教：説明する

⑧

⑩

・ライフステージごとの食事の特徴を確認

した。 ・献立を立てる手順を知った。

・課題は，まず「①個人で検討」し，それぞ

れの検討結果を持ち寄って「②グループで検

討」する。その結果をグループの代表者が発

表し「③クラス全体で検討」する。最後に①

～③の検討を踏まえて再度「④個人で検討」

し，はるなさんに献立を提案する。

教師

教師

より理解し

やすくする

より理解し

やすくする

提示する

提示する

展

開

１

◎献立作成 課題の検討

〇はるなさんはどのような献立を立

てれば良いのか。

①個人での検討

●個人で課題をどのように検討して

いくのか。

教：資料を提示

し，説明する

⑪⑫ ●今回は，はるなさんの調理技術，調理にか

けられる時間を踏まえ，中学校で使われてい

る調理カードから，主菜副菜，主食，汁物を

各３種類，合計 種類の料理をピックアッ

プした。この 種類の料理から，次の手順

で献立を作成する。

①この 種類の料理の中から，主菜→副菜

→主食→汁物の順に 種類ずつ選び，献立を

立てる。

②立てた献立の各料理の食材と分量を「食品

群別摂取量の目安」の一覧表に記入し，食品

教師 より理解し

やすくする

提示する

はるなさんの事例を検討し，献立を立てよう。

はるなさん 歳・高校 年生は， 歳の祖母， 歳の父と， 歳の母， 歳の兄と暮らしています。はるなさんは，ちょうど家庭科の授業で食生活に関する学習をしているので，それを活かして献

立を考え，調理しようと思い， 月 日の勤労感謝の日に感謝の気持ちを伝えるための夕食会を計画しました。そこには，はるなさんの一番仲のよい友人のあなた生徒自身を招待し，はるなさんの家

族と友人のあなたに食事を振る舞うことにしました。

はるなさんの立場になって，みなさんではるなさんの家族とあなた自分自身の夕食を計画してみましょう。

佐藤　　園　・　長谷川千華
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◎→〇→●→・ 教師→教

生徒→生
誰が 何のために 何を どう使うか

Ⅱ 「食事計画とは何か。」

導

入

◎前時の復習

〇前回の授業ではどのようなことを

学習したか。

教：学習課題を提

示する

教：発問する

生：答える

教：学習目標を提

示する

⑧

・４つの食品群に食材を分類した

・食品群別摂取量の目安を求めた

・日本人の食事摂取基準を確認した

教師 より理解しやす

くする

教授資料⑥を添付

したスライド

（ ）

提示する。

展

開

１

◎栄養バランスの他に，どのようなこ

とに考慮し，どのような手順で献立作

成を行えばよいか。

〇はるなさんは，献立を立てるために

栄養バランスの他にどのようなこと

を検討したのだろうか。

〇ライフステージとは何か。

・事例の登場人物は，どのライフステ

ージに当てはまるか。

〇ライフステージごとの食事の特徴

はどのようになっているだろうか。

●幼児期はどうか。

●はるなさん，お兄さん，自分の青年

期はどうか。

●はるなさんの両親の壮年期はどう

か。

●はるなさんの祖母の高齢期はどう

か。

●妊婦・授乳期はどうか。

●はるなさんは，今回特に何に配慮し

たら良いか。

教：発問する

教：説明する

生：ワークシート

に記入して確認

する

教：発問する

生：確認してワー

クシートに記入

する

教：発問し，資料

を提示して説明

する

生：ワークシート

に記入して確認

する

教：発問する

生：ワークシート

に記入して確認

する

教：発問する

生：ワークシート

に記入して確認

する

教：発問する

生：ワークシート

に記入して確認

する

教：発問する

生：ワークシート

に記入して確認

する

教：説明する

⑧

⑧

⑨

⑧

○家族の献立を立てる場合，まずライフステー

ジごとの食事の特徴を考える必要がある。

〇ライフステージとは，人間の一生で誰にも共

通する発達段階のことであり，乳幼児期，児童

期，青年期，壮年期，高齢期などに区切られる。

（・幼児期と児童期はいない。）

・はるなさんと自分と兄は青年期である。

・父と母は，壮年期である。

・祖母は高齢期である。）

・幼児期は，身体の成長が著しく，体格に比べ

て栄養素の必要量が多い。

・幼児期は，消化器の発達が不十分である。

・児童期は，活動量が増加する。

・児童期は，食習慣や味覚が形成される。

・青年期は，身長・体重が増加し，基礎代謝や

活動量も増加する。

・青年期は，通学や部活，塾などで食事リズム

が乱れやすい。

・壮年期は，基礎代謝が減少する。

・壮年期が仕事や家事・育児などで食事が乱れ

やすい。

・高齢期は，身体の機能が低下し，活動量が減

少する。

・高齢期は，食欲が衰え，味覚が鈍くなる。

・高齢期は，低栄養になりやすい。

・妊婦・授乳婦は，胎児の発育が妊婦を自覚す

る前から始まる。

・妊婦・授乳婦は，胎児や乳児の発育，母体の

健康に様々 な栄養が必要である。

・はるなさんの父は「生活習慣病に気を付けな

くてはならない」，祖母は「歯が悪く，物を飲み

込みにくくなった」と言っており，その点を特

教師 り理解しやすく

する

スキャンした教科

書を添付したスラ

イド

提示する

はるなさん 歳・高校 年生は， 歳の祖母， 歳の父と， 歳の母， 歳の兄と暮らしています。はるなさんは，ちょうど家庭科の授業で食生活に関する学習をしているので，それを活かして献

立を考え，調理しようと思い， 月 日の勤労感謝の日に感謝の気持ちを伝えるための夕食会を計画しました。そこには，はるなさんの一番仲のよい友人のあなた生徒自身を招待し，はるなさんの家

族と友人のあなたに食事を振る舞うことにしました。

はるなさんの立場になって，みなさんではるなさんの家族とあなた自分自身の夕食を計画してみましょう。

献立作成の手順やライフステージごとの食事の特徴を踏まえ，夕食の献立を立てられるようになろう。
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２

３

４

〇献立ででた食品群別摂取量の過不

足分は，どのように考え，解消すれば

良いか。

教：発問する

生：答える

教：説明する

群別の合計値を求める。

③②で求めた「合計値」と「はるなさんの家

族とあなたの１食分の食品群滅摂取量」を比

較し，それぞれの過不足を求める。

④過不足の解消方法を考え，献立を評価し，

献立を決定する。

⑤はるなさんに提案するために，「この献立

を選んだ理由」と「過不足の解消方法」をま

とめる

〇食品群別摂取量は，１日分では ～ ％の

増減があっても良いが，数日から 週間で平

均化できるようにする。

●はるなさんはどのような献立を立

てれば良いのか。

・どのような組み合わせが良いか。

・献立の食品群別摂取量はどのように

なっているか。

・はるなさんの家族と自分の過不足は

どのようになっているか。

・過不足をどのように調節するか。

・なぜ，この献立を選び，過不足はど

う解消するか。

生：個人で献立を

立案する

⑧⑪

⑬

①主菜→副菜→主食→汁物の順に 種類ずつ

選び，献立を立てる。

②各料理の食材と分量を「食品群別摂取量の

目安」の一覧表に記入し，食品群別の合計値

を求める。

③過不足を求める

④過不足の解消方法を考え，献立を評価し，

献立を決定する。

⑤「この献立を選んだ理由」と「過不足の解

消方法」をまとめる

生徒 摂取量と食

品群別摂取

量の目安を

比較する

個人で取り組

む

②グループでの検討

〇はるなさんはどのような献立を立

てれば良いのか。

・どのような組み合わせが良いか。献

立の食品群別摂取量はどのようにな

っているか。はるなさんの家族と自分

の過不足はどのようになっているか。

過不足をどのように調節するか。な

ぜ，この献立を選び，過不足はどう解

消するか。

生：班で献立を検

討し，立案する

⑧⑪⑬

⑭

⑮

①メンバーが考えた献立と選んだ理由，過不

足の解消方法を発表する。

②各メンバーの検討結果を班で検討する。

③検討結果を踏まえ，各班で，献立を立て，

食品群別摂取量の合計値と過不足を求める。

④過不足の解消方法を考え，献立を評価し，

献立を決定する。

⑤栄養素の過不足分の解消法と献立を選ん

だ理由をまとめる。

⑥結果の発表者を決める。

生徒 摂取量と食

品群別摂取

量の目安を

比較する

班で取り組む

③クラスでの検討

〇はるなさんはどのような献立を立

てれば良いのか。

・どのような献立になったか。

・なぜ，この献立にしたか。

・過不足はどう解消するか。

生：班の代表者が

発表する

⑮ ・献立と栄養素の過不足分の解消法と献立を

選んだ理由をグループの代表が発表する。

④個人での検討

〇はるなさんはどのような献立を立

てると良いか。

・どのような組み合わせが良いか。献

立の食品群別摂取量はどのようにな

っているか。はるなさんの家族と自分

の過不足はどのようになっているか。

過不足をどのように調節するか。な

ぜ，この献立を選び，過不足はどう解

消するか。

生：個人で献立を

再検討し，立案す

る

⑮⑯ ①グループ，クラスでの検討結果を踏まえ，

献立を再検討し，食品群別摂取量の合計値と

過不足を求める。

②過不足の解消方法を考え，献立を評価し，

献立を決定する。

③栄養素の過不足分の解消法と献立を選ん

だ理由をまとめる。

生徒 摂取量と食

品群別摂取

量の目安を

比較しやす

くするため

個人で取り組

む

終

結

◎私たちは，なぜ自分と家族の献立を

立てる必要があるのだろうか。

・アンケート調査

教：発問する

生：ワークシート

に記入する

教：説明する

生：アンケートに

回答する

⑮

⑯⑰

◎自分と家族の献立を考えることは，健康に

生きるために必要である。

生徒 活用に慣れ

る

回答する
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２

３

４

〇献立ででた食品群別摂取量の過不

足分は，どのように考え，解消すれば

良いか。

教：発問する

生：答える

教：説明する

群別の合計値を求める。

③②で求めた「合計値」と「はるなさんの家

族とあなたの１食分の食品群滅摂取量」を比

較し，それぞれの過不足を求める。

④過不足の解消方法を考え，献立を評価し，

献立を決定する。

⑤はるなさんに提案するために，「この献立

を選んだ理由」と「過不足の解消方法」をま

とめる

〇食品群別摂取量は，１日分では ～ ％の

増減があっても良いが，数日から 週間で平

均化できるようにする。

●はるなさんはどのような献立を立

てれば良いのか。

・どのような組み合わせが良いか。

・献立の食品群別摂取量はどのように

なっているか。

・はるなさんの家族と自分の過不足は

どのようになっているか。

・過不足をどのように調節するか。

・なぜ，この献立を選び，過不足はど

う解消するか。

生：個人で献立を

立案する

⑧⑪

⑬

①主菜→副菜→主食→汁物の順に 種類ずつ

選び，献立を立てる。

②各料理の食材と分量を「食品群別摂取量の

目安」の一覧表に記入し，食品群別の合計値

を求める。

③過不足を求める

④過不足の解消方法を考え，献立を評価し，

献立を決定する。

⑤「この献立を選んだ理由」と「過不足の解

消方法」をまとめる

生徒 摂取量と食

品群別摂取

量の目安を

比較する

個人で取り組

む

②グループでの検討

〇はるなさんはどのような献立を立

てれば良いのか。

・どのような組み合わせが良いか。献

立の食品群別摂取量はどのようにな

っているか。はるなさんの家族と自分

の過不足はどのようになっているか。

過不足をどのように調節するか。な

ぜ，この献立を選び，過不足はどう解

消するか。

生：班で献立を検

討し，立案する

⑧⑪⑬

⑭

⑮

①メンバーが考えた献立と選んだ理由，過不

足の解消方法を発表する。

②各メンバーの検討結果を班で検討する。

③検討結果を踏まえ，各班で，献立を立て，

食品群別摂取量の合計値と過不足を求める。

④過不足の解消方法を考え，献立を評価し，

献立を決定する。

⑤栄養素の過不足分の解消法と献立を選ん

だ理由をまとめる。

⑥結果の発表者を決める。

生徒 摂取量と食

品群別摂取

量の目安を

比較する

班で取り組む

③クラスでの検討

〇はるなさんはどのような献立を立

てれば良いのか。

・どのような献立になったか。

・なぜ，この献立にしたか。

・過不足はどう解消するか。

生：班の代表者が

発表する

⑮ ・献立と栄養素の過不足分の解消法と献立を

選んだ理由をグループの代表が発表する。

④個人での検討

〇はるなさんはどのような献立を立

てると良いか。

・どのような組み合わせが良いか。献

立の食品群別摂取量はどのようにな

っているか。はるなさんの家族と自分

の過不足はどのようになっているか。

過不足をどのように調節するか。な

ぜ，この献立を選び，過不足はどう解

消するか。

生：個人で献立を

再検討し，立案す

る

⑮⑯ ①グループ，クラスでの検討結果を踏まえ，

献立を再検討し，食品群別摂取量の合計値と

過不足を求める。

②過不足の解消方法を考え，献立を評価し，

献立を決定する。

③栄養素の過不足分の解消法と献立を選ん

だ理由をまとめる。

生徒 摂取量と食

品群別摂取

量の目安を

比較しやす

くするため

個人で取り組

む

終

結

◎私たちは，なぜ自分と家族の献立を

立てる必要があるのだろうか。

・アンケート調査

教：発問する

生：ワークシート

に記入する

教：説明する

生：アンケートに

回答する

⑮

⑯⑰

◎自分と家族の献立を考えることは，健康に

生きるために必要である。

生徒 活用に慣れ

る

回答する

５．教授資料

①ワークシート１

⑧ワークシート２

佐藤　　園　・　長谷川千華
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２

３

４

〇献立ででた食品群別摂取量の過不

足分は，どのように考え，解消すれば

良いか。

教：発問する

生：答える

教：説明する

群別の合計値を求める。

③②で求めた「合計値」と「はるなさんの家

族とあなたの１食分の食品群滅摂取量」を比

較し，それぞれの過不足を求める。

④過不足の解消方法を考え，献立を評価し，

献立を決定する。

⑤はるなさんに提案するために，「この献立

を選んだ理由」と「過不足の解消方法」をま

とめる

〇食品群別摂取量は，１日分では ～ ％の

増減があっても良いが，数日から 週間で平

均化できるようにする。

●はるなさんはどのような献立を立

てれば良いのか。

・どのような組み合わせが良いか。

・献立の食品群別摂取量はどのように

なっているか。

・はるなさんの家族と自分の過不足は

どのようになっているか。

・過不足をどのように調節するか。

・なぜ，この献立を選び，過不足はど

う解消するか。

生：個人で献立を

立案する

⑧⑪

⑬

①主菜→副菜→主食→汁物の順に 種類ずつ

選び，献立を立てる。

②各料理の食材と分量を「食品群別摂取量の

目安」の一覧表に記入し，食品群別の合計値

を求める。

③過不足を求める

④過不足の解消方法を考え，献立を評価し，

献立を決定する。

⑤「この献立を選んだ理由」と「過不足の解

消方法」をまとめる

生徒 摂取量と食

品群別摂取

量の目安を

比較する

個人で取り組

む

②グループでの検討

〇はるなさんはどのような献立を立

てれば良いのか。

・どのような組み合わせが良いか。献

立の食品群別摂取量はどのようにな

っているか。はるなさんの家族と自分

の過不足はどのようになっているか。

過不足をどのように調節するか。な

ぜ，この献立を選び，過不足はどう解

消するか。

生：班で献立を検

討し，立案する

⑧⑪⑬

⑭

⑮

①メンバーが考えた献立と選んだ理由，過不

足の解消方法を発表する。

②各メンバーの検討結果を班で検討する。

③検討結果を踏まえ，各班で，献立を立て，

食品群別摂取量の合計値と過不足を求める。

④過不足の解消方法を考え，献立を評価し，

献立を決定する。

⑤栄養素の過不足分の解消法と献立を選ん

だ理由をまとめる。

⑥結果の発表者を決める。

生徒 摂取量と食

品群別摂取

量の目安を

比較する

班で取り組む

③クラスでの検討

〇はるなさんはどのような献立を立

てれば良いのか。

・どのような献立になったか。

・なぜ，この献立にしたか。

・過不足はどう解消するか。

生：班の代表者が

発表する

⑮ ・献立と栄養素の過不足分の解消法と献立を

選んだ理由をグループの代表が発表する。

④個人での検討

〇はるなさんはどのような献立を立

てると良いか。

・どのような組み合わせが良いか。献

立の食品群別摂取量はどのようにな

っているか。はるなさんの家族と自分

の過不足はどのようになっているか。

過不足をどのように調節するか。な

ぜ，この献立を選び，過不足はどう解

消するか。

生：個人で献立を

再検討し，立案す

る

⑮⑯ ①グループ，クラスでの検討結果を踏まえ，

献立を再検討し，食品群別摂取量の合計値と

過不足を求める。

②過不足の解消方法を考え，献立を評価し，

献立を決定する。

③栄養素の過不足分の解消法と献立を選ん

だ理由をまとめる。

生徒 摂取量と食

品群別摂取

量の目安を

比較しやす

くするため

個人で取り組

む

終

結

◎私たちは，なぜ自分と家族の献立を

立てる必要があるのだろうか。

・アンケート調査

教：発問する

生：ワークシート

に記入する

教：説明する

生：アンケートに

回答する

⑮

⑯⑰

◎自分と家族の献立を考えることは，健康に

生きるために必要である。

生徒 活用に慣れ

る

回答する
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⑦ 「はるなさんの休日の昼食の栄養バランスの検討」 ⑪スライド「 種類の料理」

⑬「個人での検討用 」
⑭「グループでの検討用 」
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（下記の教授資料は，紙幅の関係上，省略する。

⓪ 有用性認識調査（表８参照），②スライド「勤労感謝の日」，③スライド「食品群別摂取量の目安」，④スライド「栄養素

特徴による食品群の分類」，⑤スライド「日本人の食事摂取基準」，⑥スライド「はるなさんの休日の昼食」，⑦ 「はるな

さんの休日の昼食の栄養バランスの解答」，⑧スライド「食事バランスガイド」，⑨スライド「ライフステージごとの食事の特

徴」，⑩スライド「課題検討の流れ」，⑫スライド「課題検討の進め方（個人）」，⑯ 「個人での再検討用」，⑰「 有用性

認識調査」（表８参照），⑱「授業評価シート」）

⑮ワークシート３
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